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P.12　学校だより
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P.23　いごっそうアクアスロン大会

P.24　イベントカレンダー

P.26　くろしおっ子を紹介します！

主な内容

この夏、大方・佐賀中学校の3年生12人が、ニュージーランドへ行き、フェアフィールド中学校訪問やホームステイを通
じて、異文化を体験しました。写真はオークランドのハーバーブリッジ。（特集記事4～7ページ、関連記事25ページ）

わがまちデータわがまちデータ
●人　口　12,221人（前月比3人減）

●世帯数　5,695世帯

●15歳未満の年少人口　1,083人（比率8.86％）

●65歳以上の老齢人口　4,737人（比率38.76％）

●人口のうごき

　増加 32人　出生10人　    転入21人　　 職権1人

　減少 35人　死亡22人　    転出13人　　 職権1人

2014（平成26）年9月30日現在2014（平成26）年9月30日現在

【女4人】【男12人  女10人】 【男7人  女6人】 【男1人】

黒潮消防署  新庁舎完成！黒潮消防署  新庁舎完成！黒潮消防署  新庁舎完成！

広報
2014年／平成26年

－No.104－

【男7人  女3人】 【男1人】【男9人  女12人】

11月号11月号

【男5,798人  女6,423人】

【男579人  女504人】

【男1,943人  女2,794人】
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

黒
潮
若
手
の
会
が
婚
活
イ
ベ
ン
ト

遊
休
農
地
解
消
へ
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

ｉｎ
北
郷

　
９
月

１３
日
、
で
あ
い
の
里
蜷
川
な
ど

を
会
場
に
、「
第
３
回
熱
―
い
夏
の
出

会
い

ｉｎ
黒
潮
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
内
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
独
身

男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
参
加
者
に
黒
潮
町
の
魅
力
を
肌

で
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
黒
潮

若
手
の
会
が
企
画
。
町
内
外
か
ら

２３
人

の
男
女
が
参
加
し
、
そ
ば
打
ち
体
験
や

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
、

協
力
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
む
う
ち

に
次
第
に
打
ち
解
け
、
過
去
最
高
と
な

る
５
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
黒
潮
若
手
の
会
で
は
、
新
た
な
町
の

魅
力
の
発
信
地
と
な
る
よ
う
、
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い

き
ま
す
。
　
　
　
 （

黒
潮
若
手
の
会
）

 　
黒
潮
町
農
業
委
員
会（
池
内
弘
道
会

長
、
委
員

２０
人
）は
、
９
月

２６
日
、
今

年
度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
午
前
中
は

大
方
地
区
、
午
後
は
佐
賀
地
区
の
農
用

地
区
域
内
を
中
心
に
、
遊
休
農
地
の
現

況
・
実
態
把
握
や
、
許
可
案
件
の
履
行

状
況
の
確
認
、
違
反
転
用
・
不
法
投
棄

の
発
見
に
努
め
ま
し
た
。

　
今
後
は

１２
月
に
か
け
て
、
担
当
地
区

の
農
業
委
員
と
事
務
局
職
員
が
巡
回
調

査
を
し
ま
す
。

 
農
業
委
員
会
で
は
、
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
遊
休
農
地
所
有
者
に
「
意
向
調

査
」
を
実
施
し
、
相
談
や
あ
っ
せ
ん
、

有
効
活
用
な
ど
に
取
り
組
み
、
解
消
に

つ
な
げ
て
い
く
計
画
で
す
。

（
農
業
委
員
会
）

 　
四
万
十
市
出
身
の
漫
画
家
・
井
上
淳

哉
さ
ん
の
漫
画「
Ｂ
Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
！
」を
、

父
・
博
之
さ
ん
か
ら
黒
潮
町
に
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
Ｂ
Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
！
」
は
、
月
刊
コ

ミ
ッ
ク
＠
バ
ン
チ
で
連
載
中
の
人
気
漫

画
で
、
こ
の
た
び
、
単
行
本
発
行
部
数

累
計
２
５
０
万
部
を
突
破
。
昨
年
５
月

に
寄
贈
を
受
け
た

１１
巻
ま
で
に
続
き
、

今
回
は

１２
巻
か
ら
最
新

１５
巻
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
淳
哉
さ
ん
か
ら
は
、

黒
潮
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
申

し
出
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
漫
画
は
、
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
大
方
あ
か
つ
き
館
・
入

口
左
側
の
「
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
」
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
閲
覧
希
望
の
方
は
、

同
館
職
員
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　
集
落
活
動
セ
ン
タ

ー
北
郷
で
は
、
毎
週

金
曜
日
に
、
あ
っ
た

か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
北
郷（
以
下
「
あ
っ

た
か
」）の
利
用
者
ら

に
夕
食
提
供
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月

２６
日
は
い
つ
も
と
趣
向
を
変
え
、

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
開
催
。
発
案
者
で
も
あ
る
本
谷
地
区

の
佐
竹
進
さ
ん
が
、
自
宅
の
花
壇
や
道

路
に
キ
ャ
ン
ド
ル
を
並
べ
、
会
場
を
準

備
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
午
後
６
時
ご
ろ
か
ら
、
あ
っ
た
か
利

用
者
や
、
近
隣
住
民
ら

１０
数
名
が
集
ま

り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
手
づ
く
り
の
料

理
で
会
食
。
日
没
後
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル

の
灯
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

町内外から独身男女２３人が参加。体験イベント
などを通じて交流しました。

そろいの緑色のキャップをかぶり、農地をパトロ
ールする農業委員たち。

「黒潮町にも熱烈なファンがいるのでお届けし
たかった」と話す井上博之さん。

会場にはカラオケも用意。キャンドルの灯りを
見ながら、楽しい時間を過ごしました。

漫
画「
Ｂ
Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
！
」続
刊
寄
贈じ

ゅ
ん

や

ひ
ろ

ブ

ト

ゥ

ー

ム

し
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地域おこし協力隊・田口佳子
蕁43－3306（旧馬荷小学校）

 　秋も一段と深まり落ち葉が風に舞い、こたつが恋しい季節
になりましたね。

　さて、ぐっちは通常、蛎瀬川上流域の地域おこしがお仕事ですが、他に
も黒潮町内の空き家調査もさせてもらっています。
　空き家をお持ちの方を訪ねて、家の写真を撮ったり、家主さんの希望
などを聞いて役場のホームページに掲載し、家を探している方にご紹介
しています。
　空き家情報の詳細が知りたい方には、黒潮町移住者住宅支援協議会
の面接を受けていただきます。（詳しくは、黒潮町役場ホームページの「黒
潮町移住・交流支援」より、「情報提供システム」をご覧ください。）
　今年度は、4月から9月末までに18件の空き家調査をして、8件（21
人）が入居されました。
　あいだに役場が入ることで、家主さんも借主さんも安心ですね。
　家は人が住まなくなると、みるみる傷みが進みます。また、空き家があ
ちこちにあるより、人が住んでくれた方が防犯にもつながります。
　空き家をお持ちの方、貸してもいいかな？とお考えの方は、
・旧馬荷小学校 田口　蕁43－3306 　または
・黒潮町役場 総務課 企画振興係  蕁43－2177  までご連絡ください。

かき せ

（写真）　　　家主さん立ち会いのもと、空き家を調査。　　県主催の移住勉強会に参加。

1

2

31 2 3

馬
荷
地
区
で
空
海
の
足
跡
を
辿
る
会

　　
四
万
十
映
画
祭
事
業
の
一
環
と
し
て

企
画
さ
れ
た
、
四
万
十
市
発
地
域
映
画

「
あ
ら
う
ん
ど
四
万
十
〜
カ
ー
ル
ニ
カ

ー
ラ
ン
〜
」
の
撮
影
が
、

１０
月
、
四
万

十
市
や
黒
潮
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
映
画
は
、
高
校
時
代
に
駅
伝
で
活
躍

し
た
男
性
４
人
が
、

４０
歳
目
前
で
も
う

一
度
人
生
の
輝
き
を
取
り
戻
そ
う
と
、

自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
挑
戦
す
る
と

い
う
人
間
ド
ラ
マ
で
す
。

　
監
督
の
松
田
大
佑
さ
ん
は
、
四
万
十

市
生
ま
れ
、
黒
潮
町
育
ち
で
、
映
画
に

は
、
地
元
の
風
景
が
多
数
登
場
し
ま
す
。

ま
た
、
出
演
者
に
は
高
知
県
出
身
の
俳

優
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
地
元
の
方
々
も
エ

キ
ス
ト
ラ
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
は
、
来
年
２
月
の
映
画
祭
で
先

行
上
映
さ
れ
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

　
今
年
は
、
弘
法
大
師（
空
海
）が
四
国

八
十
八
ケ
所
霊
場
を
開
い
て
１
２
０
０

年
に
当
た
り
ま
す
。
空
海
に
ま
つ
わ
る

伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
馬
荷
地
区
で
、

９
月

２０
日
、「
四
国
遍
路
開
創
１
２
０

０
年
と
空
海
の
足
跡
を
辿
る
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
か
き
せ
川
地
域
づ
く
り

協
議
会
の
主
催
。

　
旧
馬
荷
小
学
校
で
、
室
戸
市
の
四
国

霊
場
第

２６
番
金
剛
頂
寺
住
職
・
坂
井
智

宏
さ
ん
の
講
演
会
と
、
四
万
十
市
在
住

の
オ
カ
リ
ナ
奏
者
・
ホ
ン
ヤ
ミ
カ
コ
さ

ん
の
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

約
２
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
お
昼
に
は
、
馬
荷
・
御
坊
畑
・
大
方

橘
川
地
区
の
女
性
た
ち
が
手
作
り
し
た

田
舎
風
バ
イ
キ
ン
グ
で
参
加
者
を
お
も

て
な
し
。
ま
た
、
大
師
堂
・
七
立
栗
・

冷
泉
堂
な
ど
、
空
海
ゆ
か
り
の
地
を
回

る
バ
ス
ツ
ア
ー
も
行
わ
れ
、
参
加
者
ら

は
、
空
海
の
生
き
た
時
代
に
想
い
を
馳

せ
て
い
ま
し
た
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

松
田
大
佑
監
督
が
地
元
で
映
画
撮
影

入野駅前の居酒屋を
貸し切って撮影中。

た
ど
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今
年
度
の
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
は
、
８
月

１７
日
か
ら

２８
日
に
か
け
、
選
考
試
験
を
突
破
し
た
生
徒

１２
人
を
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド（
以
下「
Ｎ
Ｚ
」）に
派
遣
し
ま
し
た
。
派
遣

団
は
、
佐
賀
中
学
校
か
ら
５
人
、
大
方
中
学
校
か
ら
７
人

の
生
徒
と
、
教
育
委
員
会
か
ら
１
人
、
両
中
学
校
か
ら
１

人
ず
つ
、
元
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ア
ヴ
リ
ル
の
合
計

１６
人
で
す
。

　
行
程
は
、
６
泊
７
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
、
そ
の
前
後

に
ロ
ト
ル
ア
と
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
市
内
観
光
を
盛
り
込
ん

だ
１２
日
間
で
す
。

　
本
事
業
の
主
要
と
な
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
長
年
交
流

の
あ
る
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校
の
生
徒
の
お
宅
に
１

人
ず
つ
ス
テ
イ
さ
せ
て
も
ら
い
、
学
校
に
通
い
な
が
ら
、

英
語
や
生
活
習
慣
な
ど
、
異
国
文
化
に
触
れ
合
う
こ
と
で

交
流
を
深
め
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
フ
ェ
ア
フ
ィ

ー
ル
ド
中
学
校
は
、
現
在

２７
カ
国
か
ら
の
生
徒
約
７
７
０

人
と
教
職
員

６８
人
が
在
籍
し
て
お
り
、
広
々
と
し
た
芝
生

の
校
庭
と
平
屋
の
教
室
が
立
ち
並
ぶ
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

落
ち
着
い
た
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
ま
た
、
異
国
文
化
の
学
習
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
ま
れ

て
お
り
、
全
校
集
会
で
そ
の
学
習
成
果
を
発
表
す
る
と
い

う
時
間
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

国
の
文
化
に
触
れ
合
っ
て
い
る
せ
い
か
、
私
た
ち
が
加
わ

っ
て
も
必
要
以
上
に
特
別
扱
い
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、

気
軽
に
接
し
て
く
れ
る
の
で
、
生
徒
た
ち
は
比
較
的
学
校

に
溶
け
込
み
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
日
本
の
学
校
に
は
な
い
１
番
の
特
徴
と
い
え
ば
、
マ
オ

リ
式
の
歓
迎
の
儀
式
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
敷
地
内
に
は

先
住
民
マ
オ
リ
族
の
集
会
所
を
か
た
ど
っ
た
建
物
が
あ
り
、

伝
統
的
な
踊
り
や
歌
で
建
物
内
は
神
聖
な
空
気
に
つ
つ
ま

【特集1】中学生海外派遣事業報告

〜
平
成
26
年
度
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
報
告
〜

〜
平
成
26
年
度
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
報
告
〜

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
！

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
！

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
！

クラスメイトと ホストファミリーと教室も日本とは違います 芝生の校庭でサッカー

　
い
よ
い
よ
出
発
の
日
で
す
。
壮
行
式

で
は
、生
徒
代
表
の
浜
中
音
乃
さ
ん
が

決
意
表
明
を
述
べ
、気
持
ち
を
引
き
締

め
ま
し
た
。
高
知
龍
馬
空
港
か
ら
羽
田

空
港
を
経
由
し
、成
田
空
港
か
ら
１１
時

間
の
フ
ラ
イ
ト
。
明
日
の
朝
は
Ｎ
Ｚ
で
す
！

17
日（
日
）Ｎ
Ｚ
へ
出
発

　
朝
８
時
１５
分
、定
刻
通
り
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
空

港
に
到
着
し
ま
し
た
。
早
速
、空
港
内
で
Ｎ
Ｚ
ド

ル
に
換
金
。
キ
ウ
イ（
Ｎ
Ｚ
の
国
鳥
）の
絵
柄
が

入
っ
た
硬
貨
は
使
う
の
が
も
っ
た
い
な
い
く
ら
い

で
す
。

　
専
用
バ
ス
で
ロ
ト
ル
ア
市
に
移
動
し
、レ
イ
ン

ボ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
ス
で
巨
大
な
マ
ス
や
２０
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
大
き
な
シ
ダ
、キ
ア
と
い
う
オ
ウ

ム
科
の
鳥
な
ど
、Ｎ
Ｚ
に
し
か
生
育
し
な
い
め
ず

ら
し
い
動
植
物
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、マ

オ
リ
村
で
は
、先
住
民
マ
オ
リ
族
の
暮
ら
し
を
再

現
し
た
集
落
や
、岩
の
間
か
ら
吹
き
上
が
る
間

欠
泉
を
見
学
し
ま
し
た
。

18
日（
月
）ロ
ト
ル
ア
観
光

　
午
前
中
、全
校
生
徒
に
よ
る
異
国
文
化
の
学

習
発
表
会
が
あ
り
、生
徒
た
ち
は
黒
潮
町
と
い

う
よ
り
日
本
代
表
と
し
て
参
加
。
派
遣
団
は
黒

潮
町
の
紹
介（
英
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
）と
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。７
０
０
名
を
超

え
る
全
校
生
徒
の
前
で
も
萎
縮
す
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、引
率
者
か
ら
は
下
村
先
生
が
得
意
の

英
語
で
運
動
会（
Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ 
ｄ
ａ
ｙ
）の
紹
介

に
挑
戦
。「
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
」
や
「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｉ

Ｒ
Ｅ
」
な
ど
の
映
像
を
不
思
議
そ
う
に
見
て
い
ま

し
た
が
、時
折
「
お
ぉ
ー
！
」
と
い
う
歓
声
も
上
が

り
、と
て
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
様
子
で
し
た
。

21
日（
木
）学
校
訪
問
２
日
目

　
朝
、生
徒
た
ち
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
一
緒
に
元
気
に
登
校
し
て
き
ま
し
た
。

も
う
打
ち
解
け
て
い
る
様
子
で
す
。

　
学
校
訪
問
初
日
と
な
る
こ
の
日
は
、

マ
オ
リ
式
の
歓
迎
の
儀
式
に
参
加
し
ま

し
た
。
ホ
ン
ギ
と
呼
ば
れ
る
マ
オ
リ
の
あ

い
さ
つ
は
、鼻
と
鼻
を
く
っ
つ
け
る
こ
と

で
、お
互
い
の
呼
吸
を
一
つ
に
す
る
と
い

う
意
味
が
あ
り
、初
対
面
の
人
を
受
け

入
れ
る
親
交
の
証
だ
そ
う
で
す
。

20
日（
水
）学
校
訪
問
１
日
目

　
午
後
、ハ
ミ
ル
ト
ン
市
に
あ
る
フ
ェ
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校
に
到
着
。
現
地
の

生
徒
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
し
、

こ
の
日
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
始
ま
り

ま
す
。
み
ん
な
緊
張
気
味
の
表
情
で
心

配
で
す
。

19
日（
火
）ホ
ー
ム
ス
テ
イ
開
始
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れ
ま
す
。

　
３
日
間
の
学
校
訪
問
で
は
、
生
徒
は
２
人
ず
つ
ク
ラ
ス

に
振
り
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
授
業
に
臨
み
ま

し
た
。
教
科
は
体
育
で
あ
っ
た
り
数
学
で
あ
っ
た
り
さ
ま

ざ
ま
で
、
生
徒
に
よ
っ
て
は
途
中
参
加
し
に
く
い
教
科
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
み
ん
な
理
解
し
よ
う
と
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間
中
に
土
日
を
挟
む
こ
と

か
ら
、
引
率
者
や
他
の
生
徒
か
ら
離
れ
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
過
ご
す
時
間
が
２
日
間
あ
る
日
程
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
日
本
語
に
頼
ら
な
い
時
間
が
例
年
よ
り
長
く
な
り

引
率
者
と
し
て
は
大
変
心
配
し
ま
し
た
が
、
生
徒
に
と
っ

て
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
再
会
し
た
生
徒
た
ち
か
ら
は
、

「
ま
だ
日
本
に
帰
り
た
く
な
い
」「
ま
た
会
い
に
来
た
い
」

と
い
う
声
と
と
も
に
、
家
族
と
過
ご
し
た
思
い
出
話
を
た

く
さ
ん
し
て
く
れ
、
頼
も
し
く
も
あ
り
、
私
に
と
っ
て
も

や
り
が
い
を
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
他
に
も
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
観
光

や
大
自
然
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
森
林
公
園
を
訪
れ
た

り
、
Ｎ
Ｚ
ド
ル
を
使
っ
て
買
い
物
を
し
た
り
と
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
研
修
を
通
し
て
私
自
身
が
感
じ
た
こ
と
は
、
ま
ず

Ｎ
Ｚ
で
関
わ
っ
て
く
れ
た
方
々
の
親
切
さ
や
温
か
さ
で
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
生
徒
た
ち
を
優
し
く

迎
え
て
く
れ
、
自
分
の
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に
接
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
た
ち
の
頑
張
る
姿
か
ら
は
多
く
の
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
今
回
の
経
験
を
、
今
後
の
業
務
や
自
分
自

身
の
人
生
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｎ
Ｚ
引
率
者
・
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
長
　
渡
辺
健
心
）

※
関
連
記
事

２５
ペ
ー
ジ

　
こ
の
日
は
ア
ン
セ
ン
ブ
リ
ー
と
呼
ば

れ
る
集
会
に
参
加
。
毎
週
月
曜
日
と
金

曜
日
に
開
催
し
て
い
る
全
校
集
会
で
、

連
絡
事
項
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
表
彰
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
の
演
奏
も
あ
り
、と
て
も
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
集
会
の
終
わ
り
に
は
、黒

潮
町
派
遣
団
の
お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー
も

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

22
日（
金
）学
校
訪
問
３
日
目

　
こ
の
日
は
１
日
中
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
観

光
で
す
。
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡
り
、

南
半
球
で
１
番
高
い
電
波
塔
、ス
カ
イ
タ

ワ
ー
へ
。
地
上
２
２
０
メ
ー
ト
ル
の
ス
カ

イ
デ
ッ
キ
か
ら
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内

が
一
望
で
き
、ガ
ラ
ス
張
り
の
床
か
ら
は

ス
リ
ル
あ
る
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
続
い
て
訪
れ
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
博
物

館
に
は
、Ｎ
Ｚ
の
自
然
や
歴
史
、戦
争
な

ど
が
テ
ー
マ
ご
と
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、

戦
争
を
介
し
た
日
本
と
の
関
わ
り
の
展

示
室
も
あ
り
ま
す
。
内
容
が
濃
く
、じ
っ

く
り
見
る
に
は
１
日
で
も
足
ら
な
い
く

ら
い
で
す
。

26
日（
火
）Ｎ
Ｚ
の
自
然
や
歴
史
を
学
ぶ

　
早
朝
の
飛
行
機
に
乗
る
た
め
、５
時

３０
分
に
は
ホ
テ
ル
を
出
発
。
日
本
に
到

着
す
る
の
は
夕
方
で
す
。

27
日（
水
）久
し
振
り
の
日
本
へ

　
朝
、生
徒
た
ち
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
見
送

ら
れ
、専
用
バ
ス
に
て
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
へ
向
け
出

発
で
す
。
み
ん
な
別
れ
を
惜
し
み
号
泣
し
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
移
動
と
観
光
が
メ
イ
ン
。
ま
ず
、ワ

イ
タ
ケ
レ
森
林
公
園
を
見
学
し
ま
し
た
。
壮
大

な
原
生
林
が
広
が
っ
て
お
り
、シ
ル
バ
ー
フ
ァ
ー

ン（
シ
ダ
の
一
種
）を
は
じ
め
Ｎ
Ｚ
特
有
の
動
植
物

が
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
に
入
る
と
、こ
れ
ま
で
の

原
生
林
や
大
草
原
か
ら
一
転
し
て
の
大
都
会
に
、

気
分
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
す
。お
し
ゃ
れ
な
海

辺
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ン
ド
チ
ッ
プ
ス

の
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

25
日（
月
）涙
の
お
別
れ

　
成
田
空
港
内
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
派
遣
団

は
、羽
田
空
港
へ
移
動
し
高
知
龍
馬
空
港
へ
。
町

の
バ
ス
に
揺
ら
れ
、黒
潮
町
に
無
事
到
着
し
ま

し
た
。
副
代
表
の
池
田
愛
果
さ
ん
に
よ
る
感
謝

の
言
葉
で
、研
修
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

28
日（
木
）楽
し
か
っ
た
12
日
間

　
週
末
、生
徒
た
ち
は
引
率
者
や
他
の
生
徒
と

離
れ
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
自
由
行
動
。コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
自
分
の
英
語
力
だ
け
が
頼
り

で
す
。

　
引
率
者
の
心
配
を
よ
そ
に
、牧
場
に
行
っ
た
り

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
と
、思
い
思
い
に
楽
し

ん
だ
よ
う
で
す
。
中
に
は
、冬
な
の
に
海
に
飛
び

込
ん
で
遊
ん
だ
生
徒
も
い
ま
し
た
。

23
日（
土
）〜
24
日（
日
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
週
末

【特集1】中学生海外派遣事業報告

ホストファミリーと英語で黒潮町を紹介 ＮＺの自然と文化を体験大好きなアヴリルと
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【特集1】中学生海外派遣事業報告

「ＮＺ研修をして思うこと」大方中学校３年　澤田　萌花
　私が感じたことは、日本とＮＺでは文化も考え方
も違うと思いました。でも、日本に似ているところ
もあって、あっという間に慣れることができました。
　私が特に研修に行ってよかったと思ったことは、
ホームステイをした１週間です。ホームステイ先の
家族はとても優しかったです。英語もあまり通じな
いのにいつも分かるまで待ってくれました。またホ
ームステイをしに行ってみたいです。
　ＮＺの学校には３日間通いました。日本とは違う
ところばかりでした。モーニングティータイムとい
うお菓子を食べる時間があったりして、日本とは違
ったおもしろさがありました。もっといたいと思う
ほど楽しかったです。
　この派遣事業を経験して、もっと英語が好きにな
りました。外国にも前より興味がわきました。また
ＮＺに行きたいです。

「ＮＺで学んだこと」 大方中学校３年　曽根　明香里
　私は、ＮＺでたくさんのことを学びました。週末は、
ホストファミリーと一緒に出かけました。
　日曜日は海に行きました。平日なら、学校で派遣
団のみんなに会えるけど、１日中ずっと英語なので
不安でした。まず、昼食を買って浜で食べ、ホスト
ファミリーとサッカーをして遊びました。ホストフ
ァミリーは、私が英語をきちんと話せなくても、す
ぐに分かってくれました。遊びに行ったときも、す
ごく楽しめました。いつも気にかけてくれて、「アカ
リ、ＯＫ！」と聞いてくれました。ホストファミリ
ーとお別れするときは寂しかったです。
　今回、ＮＺでホームステイなどたくさんの貴重な
経験ができました。不安もあったけど、たくさんの
ことを学べたし、楽しかったです。

「ホームステイ。そしてＮＺ」大方中学校３年　野村　朋矢
　ＮＺでは、たくさんのことを学んだ。その中でも
一番はやはり、ホームステイだった。
　僕を受け入れてくれたベリー家のアニー、ケイラ
ン、トム、デクランは、とても優しかった。ホーム
ステイでの６日間は、人生の中の大きな宝物となっ
た。感謝の気持ちでいっぱいだった。言葉の壁を越
えて、ベリー家の１人ひとりの特徴を知れた。母・
アニーはとても料理上手でデザイナー。とても優し
い。父・ケイランは誠実でよく笑う。数々の物のデ
ザインを手掛けた優秀デザイナー。とても優しい。兄・
トムはクールで気が利く。バスケットボールプレイ
ヤーでとても優しい。弟・デクランは笑顔がかわい
く日本が好き。陽気で明るくとても優しく、とても
いいキャラクターだ。とにかく、皆優しいベリー家
だった。
　別れはとても辛かった。でも、この出来事を忘れ
ず、大切にして、これから生きて行きたい。ＮＺに
行って良かった。

「ＮＺ研修へ行って…」大方中学校３年　平林　呼由
　ＮＺ研修でさまざまな体験をしましたが、特に心
に残っているのはホームステイです。最初の日から
とても温かく迎えてくれて、私が来たことを喜んで
くれました。
　まず初めに驚いたことは、家の中に普通に靴で入
ることです。日本のように玄関で靴を脱ぐ習慣はあ
りませんでした。
　私がとても不安だったことは、ホストファミリー
と会話ができるのかということです。でも、ホスト
ファミリーは単語でゆっくり話してくれました。私
も自分で調べたり、紙に書いたり、ジェスチャーで
表現したりと積極的に話しかけました。もっと英語
が話せるようになりたいと思いました。
　私はＮＺへ行って視野が広がりました。文化の違
いなどを実際に体験することができ、黒潮町の中学
生で本当に良かったです。これからもいろんな国へ
行って、さまざまなことにチャレンジしていきたい
です。

「ＮＺ研修を体験して」大方中学校３年　宮地　　光
　私は最初は、ホームステイ先でちゃんとしゃべれ
るかな、ちゃんと聞き取れるかなといろいろ不安で
した。
　でもホームステイ先の人も学校の生徒もみんなす
ごく優しくて、ゆっくりしゃべってくれたりして、
そんな不安はすぐに無くなりました。学校ではクラ
スの子たちがＮＺの鳥や動物などの名前とかを教え
てくれました。ホームステイ先では、日曜日にはキ
ウイハウスという所に連れて行ってくれて、ＮＺの
鳥やキウイバードも見ることができました。他にも
牧場とかにも連れていってくれました。すごいたく
さんのＮＺの鳥が見れて楽しかったです。
　今回のＮＺ研修では、あまり自分からしゃべりか
けたりすることができなかったので、これからもっ
ともっと英語の勉強をして、ホームステイ先の子た
ちといつか会って話したいです。

「第二の故郷」        　大方中学校３年　本山　百花
　私はＮＺで約１週間のホームステイをしました。初
めは夜も眠れないほど不安でした。しかし、そんな
不安もすぐに無くなりました。ＮＺの人たちは温か
く私たちを迎え入れてくれて、何よりもすごく優し
かったです。ホームステイ先の家族は、初対面の私
に家族のように接してくれたり、私が聞き取れるよ
うにゆっくりと話しかけてくれました。休日には旅
行にも連れて行ってくれて、毎日、おいしい手料理
も作ってくれて本当に感謝でいっぱいでした。私は
ＮＺが大好きになりました。ＮＺの人たちの温かさ、
とても豊かな自然、誰にでもフレンドリーに接して
くれるところ、伝えきれないほどいい所がありすぎ
てびっくりしています。本当にＮＺに行けて良かっ
たです。私の一生の思い出になりました。いつか、
もっと英語が話せるようになって家族に会いに行き
たいです。
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「NZで学んだこと」　佐賀中学校３年　小橋　充幹
　ＮＺでたくさんのことを学べました。学校生活、生
活習慣、言語などたくさんのことが日本と違ってい
ました。初めはとてもストレスが溜まるものでした。
　でも、だんだん慣れてきて、学校生活など楽しす
ぎて帰りたくないほどでした。みんな優しいし、と
てもフレンドリーです。初めはみんながフレンドリ
ーすぎてビックリしてしまいました。日本ではこん
なこと体験できないからです。日本ももっとチャレ
ンジとかフレンドリーなとこを教えていくべきだと
思いました。いろんなことから逃げてばかりだと、
なにも得られないし、成長できません。そうやって
ＮＺの人は学校を楽しんで成長していくんだなと思
いました。
　ＮＺで日本のいいところを確認し、日本のだめな
ところも見つけることができました。
　それをこれから社会に出ていく時、活かしていっ
て社会に出たとき、成功できるようにしていきたい
です。

「NZで学んだこと」　 佐賀中学校３年　浜中　音乃
　中学生生活最後の夏休みに、ＮＺに行かしてもら
いました。私の目標は、面接でも言った、「ＮＺの文
化を知る」ということと「友達を作る」ということで
した。
　ＮＺで一番楽しかったのは、やっぱりホームステ
イでした。すごく、会話の面で困らせたりしたと思
うけど、ずっと優しく接してくれて、本当にいい人
たちでした。たくさん気にかけてくれたり、話しか
けてくれたので、そのおかげで、ＮＺも楽しめたん
だと思います。ホームステイ中も、まったくホーム
シックにならなかったことが、本当に良かったと思
います。
　ラム肉のおいしさにも感動しました。ＮＺの文化
でもある、ハカはすごく迫力があって楽しかったで
す。
　何よりも、たくさん友達ができて、すごく世界が
広がりました。

「ＮＺ研修を終えて」 佐賀中学校３年　矢野　結愛
　私のＮＺ研修は、初体験のことがとても多かった
です。出発前は、自分がしゃべる英語が通じるか、
ホームステイ先で失礼なことをしてしまわないだろ
うかなど、不安なことがあったりして、情緒不安定
みたいになっていたけど、実際に行ってみると、大
して英語が通じなかったりもしなかったし、ホーム
ステイも気を使ってくれたりしてあまり困ったこと
はなかったので良かったです。
　マオリ村やスカイタワーなど、すごく良い体験も
できました。パスポートを見せるときや、荷物検査
でも焦ったりすることなくスムーズにいけて良かっ
たです。
　今回の研修で学んだことを活かして、受験にも活
用していきたいです。また、ＮＺを訪れて、友達を
たくさんつくりたいです。

「ＮＺ研修を通して」 佐賀中学校３年　山闢　　明
　私はこの研修を通して、いろいろな体験をするこ
とができました。海外の文化を自分の目で見て感じ
られたところは、とても貴重な経験になりました。
実際に見て、海外のイメージというものは一変した
し、日本の中の文化とは全然違っていることを実感
しました。
　そして今回、私は研修をして、本物の英語という
のを聞くこともできました。人々が日常会話で普通
に使っている英語を聞けて、とても身になりました。
　今回の研修を通して、私は文化の違いというもの
を実感したし、これからもっといろいろな国と日本
との違いを学びたいと思いました。
　そして、研修で学んだ実際の英語の発音や使い方
などを、これからも学校で勉強する英語と合わせて、
将来役立てていきたいです。

「違う文化で」　　　 佐賀中学校３年　山下　沙希
　ＮＺでは、たくさんの人たちと交流をすることが
できました。とても良い経験だったと思います。
　学校を訪問した時にはさまざまな違いに何度も戸
惑いました。おやつの時間があったり、ドッチボー
ルなどの遊びもまったく違いました。話しているこ
とばから違うのに、すぐに話しかけてくれた子や、
通るたびに「Ｈｉ」とあいさつをしてくれていつの間
にか友達もできていました。すごく楽しく過ごすこ
とができました。
　オークランドに着いた時から不安だらけでしたが、
大方の友達、学校の生徒、ホストファミリーの人た
ちと仲良くできて、たくさんのことを知れました。
ＮＺは違うことが多かったけど、黒潮町と同じよう
に自然豊かでした。違う文化、初めてのこと、いろ
いろな体験ができて、すごく良かったと思います。
これからの生活に活かせるよう、コミュニケーショ
ンなど、大切にしたいです。

「学生海外派遣事業」　 大方中学校３年　池田　愛果
　私が海外派遣事業を通して感じたことは話してい
る言葉は違っても、心は通じるということです。
　他にもたくさんあったけど、私は特にこれを感じ
ました。
　私とホームステイ先や学校の人たちは、日本語と
英語という言葉の壁があったけど、向こうの人は私
に分かるようにゆっくり、ジェスチャーも入れて言
ってくれたりして、とても分かりやすかったです。
だから言葉は通じなくても嬉しい時、楽しい時、悲
しい時、いつでも顔を見れば分かるし、最初あった
時は不安だったけど帰る時にはその不安もまったく
無く、良い思い出がたくさん残せてとても良かった
です。国は違っていてもディスティニーはいつまで
も私の友達です。
　これを通してたくさんのことが学べました。
　本当に感謝しています。
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う
そ
の
よ
う
な
「
大
賞
」
受
賞

盛
り
上
が
っ
た
大
運
動
会

思
い
出
に
残
っ
た
大
運
動
会

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

　
９
月

２８

日
、
拳
ノ

川
小
学
校

で
は
、
学

校
・
地
域

合
同
の
大

運
動
会
が

行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
も

幼
児
、
中

学
生
、
高

校
生
、
地

域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
も

た
く
さ
ん
参
加
し
て
く
れ
、
運
動
会
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
運
動
会
で
、
今
年
特
に
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、

一
般
の
「
あ
の
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
あ
な
た
」
と

い
う
種
目
で
し
た
。
出
場
者
は
ア
イ
マ
ス
ク
を

付
け
て
、
校
庭
の
真
ん
中
に
置
か
れ
て
い
る
ハ

ン
ド
ベ
ル
を
目
指
し
て
歩
い
て
い
く
と
い
う
競

技
で
し
た
。
み
ん
な
で「
右
、
左
、
真
っ
す
ぐ
」

な
ど
と
言
っ
て
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　
今
年
の
運
動
会
の
テ
ー
マ
は
、「
全
力
、
協
力
、

団
結
力
」
で
し
た
。
み
ん
な
が
そ
の
テ
ー
マ
を

意
識
し
て
活
や
く
で
き
た
運
動
会
で
し
た
。

（
拳
ノ
川
小
学
校
　
６
年
　
伊
與
木
寛
太
・

伊
與
木
笑
太
・
中
川
若
菜
・
今
西
　
蘭
）

　
９
月

２１
日
に
秋
季
大
運
動
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
は
、
４
・
５
・

６
年
生
の
「
今
日
の
ご
注
文
は
？
」
と
い
う
競
技

で
す
。
カ
ー
ド
を
引
い
て
、
そ
れ
に
書
か
れ
て
い

る
内
容
を
や
っ
て
ゴ
ー
ル
し
ま
す
。「
足
に
ボ
ー

ル
を
は
さ
ん
で
ゴ
ー
ル
す
る
」
や
「
朝
礼
台
の
上

で
愛（
夢
）を
さ
け
ぶ
」「
１
年
生
と
手
を
つ
な
い

で
ス
キ
ッ
プ
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
や

る
前
、
何
が
当
た
る
か
と
て
も
ど
き
ど
き
し
ま
し

た
。「
朝
礼
台
の
上
に
カ
ン
を
積
む
」
の
カ
ー
ド
を

見
た
と
き
は
、
ラ
ッ
キ
ー
と
思
い
ま
し
た
。

 
も
う
一
つ
、
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
親
子
リ

レ
ー
で
す
。
親
な
ど
が
い
ろ
い
ろ
な
仮
装
を
し
て

走
り
ま
す
。
あ
る
お
父
さ
ん
は
、
全
身
黒
で
決
め

て
、
ス
パ
イ
の
か
っ
こ
う
を
し
て
い
て
、
と
て
も

か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。
ぬ
い
た
り
ぬ
か
れ
た
り

し
て
最
後
は
子
ど
も
チ
ー
ム
が
勝
ち
ま
し
た
。

 
地
域
の
伝
統
を
受
け

継
ぐ
「
花
と
り
」
も
お

ど
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
お
父
さ
ん
が
た
い
こ

を
た
た
い
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
お
ど
り
は
地

域
が
大
切
に
し
て
い
る

も
の
な
の
で
続
け
て
ほ

し
い
で
す
。

　
こ
の
運
動
会
は
、
わ

た
し
た
ち
６
年
生
に
と
っ
て
は
、
小
学
校
最
後
の

運
動
会
で
し
た
。
わ
た
し
の
白
組
は
負
け
て
し
ま

っ
た
け
ど
、
最
後
ま
で
が
ん
ば
っ
て
力
を
出
し
切

り
ま
し
た
。
い
い
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

（
三
浦
小
学
校
　
６
年
　
土
居
　
茉
里
奈
）

　
田
ノ
口
小
学
校
で
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、

と
て
も
楽
し
み
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
各
学
年
単
位
で
行
う
共
同
作
品
づ

く
り
で
す
。
私
た
ち
５
年
生
は
、
２
年
生
の
と

き
か
ら
始
め
て
も
う
４
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
に
作
っ
た
物
は
、「
う
ん
て
い
で
遊
ぶ

１３
名
の
仲
間
」
や
「
地
球
を
抱
え
た
龍
」、「
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
の
根
切
り
の
風
景
」な
ど
で
す
。

　
今
年
は
何
を
作
ろ
う
か
と
、
み
ん
な
で
考
え

を
出
し
合
っ
て
「
入
野
の
浜
の
風
景
」
に
決
定

し
ま
し
た
。
松
原
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
と
は

だ
し
マ
ラ
ソ
ン
、
そ
し
て
青
い
海
で
す
。
ど
う

し
た
ら
砂
浜
や
松
の
葉
、
波
を
表
現
で
き
る
か

い
ろ
い
ろ
な
紙
を
使
っ
て
試
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ふ
わ
ふ
わ
感
が
出
た
の
が
シ
ュ
レ

ッ
ダ
ー
を
つ
か
っ
た
新
聞
紙
や
色
画
用
紙
で
し

た
。
海
や
砂
浜
に
使
う
と
自
分
た
ち
が
描
い
て

い
た
イ
メ
ー
ジ
と
ぴ
っ
た
り
で「
や
っ
た
あ
〜
」
と

喜
び
合
い
ま
し
た
。

紙
粘
土
で
サ
ー
フ

ァ
ー
や
ラ
ン
ナ
ー

も
作
り
完
成
で
す
。

　
い
の
町
の
「
紙
と

あ
そ
ぼ
う
作
品
展
」

に
出
品
す
る
と
、な

ん
と
「
大
賞
」
を
受

賞
で
き
ま
し
た
。

 
（
田
ノ
口
小
学
校
　
５
年
　
松
本
　
も
も
）



広報くろしお  №104　2014（平成26）年11月号潛

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
か
ぜ
の
違
い

◆
重
症
化
し
や
す
い
方

・
高
齢
者

・
乳
幼
児

・
妊
婦

・
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
、
喘
息
、
慢
性

心
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
の
持
病
が
あ

る
方

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
た

め
に
は
、
流
行
前
に
ま
ず
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
流
行
時
期
に
は
、

①
人
混
み
や
イ
ベ
ン
ト
行
事
な
ど
へ
の

外
出
を
控
え
る

②
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
使
用
す
る

③
室
内
で
は
、
加
湿
器
な
ど
を
使
用
し

て
適
度
な
湿
度
を
保
つ

④
十
分
な
休
養
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
と
る

⑤
う
が
い
、
手
洗
い
の
励
行

な
ど
の
対
策
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
を
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
よ
る
重
篤
な
合
併
症
や
死
亡
を
予

防
し
、
健
康
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
が
持
続
す
る
期
間
は
、
一

般
的
に
５
カ
月
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
は
、
年
齢
、
本
人
の
体

調
、
免
疫
状
況
、
そ
の
シ
ー
ズ
ン
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
型
に
よ
っ
て
も
変
わ

り
ま
す
。

　
特
に
、
免
疫
力
や
抵
抗
力
の
弱
い
乳

幼
児
や
高
齢
者
、
慢
性
疾
患
を
お
持
ち

の
方
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
重
症
化

し
や
す
い
の
で
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど

と
よ
く
相
談
の
う
え
接
種
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
？
と
感
じ
た
ら

・
単
な
る
か
ぜ
だ
と
軽
く
考
え
ず
に
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
安
静
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
休
養
を

と
り
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
睡
眠
を
十

分
に
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
　

・
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
「
他
の
人
に
う

つ
さ
な
い
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
と
感
じ
た
ら
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
、
無
理
し
て
学
校

や
職
場
な
ど
に
行
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染
力
が
と

て
も
強
い
の
で
、
診
断
を
受
け
て
熱
が

下
が
っ
た
あ
と
も
、
２
日
程
度
は
他
の

人
に
う
つ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
熱

が
下
が
っ
て
症
状
が
治
ま
っ
て
か
ら
も
、

２
日
ほ
ど
は
職
場
や
学
校
に
行
か
な
い

よ
う
に
し
、
自
宅
療
養
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　
「
か
か
ら
な
い
」「
う
つ
さ
な
い
」
た

め
に
、
自
分
が
で
き
る
予
防
対
策
を
行

い
、
感
染
予
防
、
感
染
の
拡
大
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

健

知

袋

康

恵

防
ご
う
！
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

インフルエンザ

症　　　状

か　　ぜ

高熱、頭痛、関節痛、
筋肉痛、せき、のどの
痛み、鼻水など

発　　　症 急　　　激

のどの痛みやせきなど
の局所症状

流行の時期
1～2月がピーク。ただ
し、4～5月まで散発的
に流行することもあり

1年を通して感染する

比較的ゆっくり
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11月 場　　　所 時　　　間内　　　容

17日（月）
伊田浦老人憩の家 9：30～12：00伊 田 ふ れ あ い サ ロ ン

芝集会所 10：00～12：00芝 ふ れ あ い サ ロ ン

加持ふれあいセンター ※10：00～10：20

18日（火）

鞭老人憩の家 ※11：00～11：20
子 宮 が ん 検 診

錦 野 ふ れ あ い サ ロ ン

上田の口集会所 ※13：30～13：50

JA高知はた南部事業所 ※14：30～15：00

錦野集会所 10：00～12：00

19日（水） 新町集会所 10：00～12：00新 町 ふ れ あ い サ ロ ン

20日（木） 大方橘川集会所 10：00～11：00大 方 橘 川 健 康 相 談

21日（金） 鞭老人憩の家 9：30～12：00鞭 ふ れ あ い サ ロ ン

下田の口ふれあいサロン

有井川集会所 ※09：00～09：05

上川口分団消防屯所前 ※09：15～09：25

鞭老人憩の家 ※09：40～09：50

25日（火）
上田の口集会所 ※10：10～10：20

大腸がん検診　容器配布

（未受診者対象）
下田の口コミュニティセンター ※10：30～10：40

田野浦集会所 ※11：00～11：10

保健福祉センター ※11：30～11：40

下田の口コミュニティセンター 9：30～12：00

28日（金） 25日配布場所 9：00まで
大腸がん検診　容器回収

（未受診者対象）

12月 場　　　所 時　　　間内　　　容

中馬荷集落センター ※09：00～09：05

上田の口集会所 ※09：35～09：45

土佐西南大規模公園体育館 ※10：05～10：20

JA高知はた南部事業所 ※10：45～11：10

保健福祉センター ※11：35～11：45

1日（月） 加持ふれあいセンター ※13：20～13：30肺がん検診（未受診者対象）

湊川ふれあいセンター ※13：55～14：00

鞭老人憩の家 ※14：25～14：40

蜷川消防コミュニティセンター ※15：05～15：15

上川口分団消防屯所前 ※15：30～15：45

有井川集会所 ※16：10～16：20

4日（木） 灘集会所 9：30～10：30灘 健 康 相 談

5日（金） 早咲集会所 10：00～12：00早 咲 ふ れ あ い サ ロ ン

8日（月）

地域子育て支援センター

（大方中央保育所内）
※9：30～10：30愛 育 相 談

出口集会所 10：00～12：00出 口 ふ れ あ い サ ロ ン

10日（水）
保健福祉センター ※10：00～11：00子宮がん検診（未受診者対象）

保健福祉センター ※13：00～13：30３ 歳 児 健 診

11日（木） 上川口浦集会所 10：30～13：00上川口浦ふれあいサロン

12日（金）
入野本村集会所 10：00～12：00入野本村ふれあいサロン

浮津集落センター 9：30～12：00浮 津 ふ れ あ い サ ロ ン

11月 場　　　所 時　　　間内　　　容

17日（月）
伊田浦老人憩の家 9：30～12：00伊 田 ふ れ あ い サ ロ ン

芝集会所 10：00～12：00芝 ふ れ あ い サ ロ ン

加持ふれあいセンター ※10：00～10：20

18日（火）

鞭老人憩の家 ※11：00～11：20
子 宮 が ん 検 診

錦 野 ふ れ あ い サ ロ ン

上田の口集会所 ※13：30～13：50

JA高知はた南部事業所 ※14：30～15：00

錦野集会所 10：00～12：00

19日（水） 新町集会所 10：00～12：00新 町 ふ れ あ い サ ロ ン

20日（木） 大方橘川集会所 10：00～11：00大 方 橘 川 健 康 相 談

21日（金） 鞭老人憩の家 9：30～12：00鞭 ふ れ あ い サ ロ ン

下 田 ふ れ あ い サ ロ ン

有井川集会所 ※09：00～09：05

上川口分団消防屯所前 ※09：15～09：25

鞭老人憩の家 ※09：40～09：50

25日（火）
上田の口集会所 ※10：10～10：20

大腸がん検診　容器配布

（未受診者対象）
下田の口コミュニティセンター ※10：30～10：40

田野浦集会所 ※11：00～11：10

保健福祉センター ※11：30～11：40

下田の口コミュニティセンター 9：30～12：00

28日（金） 25日配布場所 9：00まで
大腸がん検診　容器回収

（未受診者対象）

12月 場　　　所 時　　　間内　　　容

中馬荷集落センター ※09：00～09：05

上田の口集会所 ※09：35～09：45

土佐西南大規模公園体育館 ※10：05～10：20

JA高知はた南部事業所 ※10：45～11：10

保健福祉センター ※11：35～11：45

1日（月） 加持ふれあいセンター ※13：20～13：30肺がん検診（未受診者対象）

湊川ふれあいセンター ※13：55～14：00

鞭老人憩の家 ※14：25～14：40

蜷川消防コミュニティセンター ※15：05～15：15

上川口分団消防屯所前 ※15：30～15：45

有井川集会所 ※16：10～16：20

4日（木） 灘集会所 9：30～10：30灘 健 康 相 談

5日（金） 早咲集会所 10：00～12：00早 咲 ふ れ あ い サ ロ ン

8日（月）

地域子育て支援センター

（大方中央保育所内）
※9：30～10：30愛 育 相 談

出口集会所 10：00～12：00出 口 ふ れ あ い サ ロ ン

10日（水）
保健福祉センター ※10：00～11：00子宮がん検診（未受診者対象）

保健福祉センター ※13：00～13：30３ 歳 児 健 診

11日（木） 上川口浦集会所 10：30～13：00上川口浦ふれあいサロン

12日（金）
入野本村集会所 10：00～12：00入野本村ふれあいサロン

浮津集落センター 9：30～12：00浮 津 ふ れ あ い サ ロ ン

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

１１
月
中
旬
か
ら
１２
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

注）表中の※印は、受付時間となります。
大方地域
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問
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合
わ
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庁 
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課 
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通
）

　
佐
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所 

地
域
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課 

保
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セ
ン
タ
ー
　
蕁
5
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―
7
3
7
3（
直
通
）
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使用済小型家電の無料回収を始めます！

使用済小型家電は、大切な資源です。
　小型家電には、レアメタルなどの貴重な資源が含まれています
が、鉄・アルミ類を除き、ごみとして捨てられています。この大
切な資源を再生利用するため、使用済小型家電の無料回収を始め
ます。ごみの減量・再資源化に皆さんのご協力をお願いします。

①ボックス回収
町内9カ所に回収ボックスを設置します。

「こでんカエル」くんが目印です。

②持込回収
ボックスに入らないものは下記へ直接お持
ち込みください。無料で引き取ります。

【持込み窓口】
・役場 本庁 住民課
・役場 佐賀支所 地域住民課
・幡多中央環境センター（四万十市竹島2932－3）

【お問い合わせ】本庁 住民課 環境保全係　蕁43－2800（課直通）

◆回収開始　11月14日（金）～

◆回収対象　電気・電池で動く家庭用の使用済小型家電とその付属品　※詳しくは別途配布するチラシをご覧ください。

◆回収方法　

≪回収できない品目≫　・家電リサイクル法対象4品目「テレビ」、「冷蔵・冷凍庫」、「洗濯・乾燥機」、「エアコン」
・電気マッサージチェア、電気カーペット　・事業所で使用していたもの　・個人情報を含んだままの状態のもの

キャラクター：こでんカエルくん

※ボックスのイメージ

無料（タダ）で出せる
から家計も助かるケロ！
無料（タダ）で出せる
から家計も助かるケロ！

投入口の大きさ
40cm × 20cm

【設置場所】　　　　　 ・役場本庁・役場佐賀支所・大方町
民館・佐賀町民館・コーナン（ホームストック黒
潮店）・サンシャイン大方・上川口郵便局・土佐佐
賀温泉こぶしのさと・道の駅なぶら土佐佐賀

11月 場　　　所 時　　　間内　　　容

17日（月） 佐賀保育所 9：30～11：00愛 育 相 談

18日（火） 保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室

19日（水） 総合センター ※13：00～13：30乳 児 健 診

21日（金） 保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室

25日（火） 保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室

26日（水） 鈴漁民センター 10：00～13：00鈴 ふ れ あ い サ ロ ン

27日（木） 漁民センター 9：30～11：30漁 民 ふ れ あ い サ ロ ン

28日（金） 保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室

12月 場　　　所 時　　　間内　　　容

2日（火）
保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室

総合センター 10：00～14：30佐 賀 ふ れ あ い サ ロ ン

5日（金） 保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室

9日（火） 保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室

11日（木） 上分集会所 9：30～11：00上 分 ふ れ あ い サ ロ ン

12日（金） 保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室

注）表中の※印は、受付時間となります。
佐賀地域
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認知症について
介護保険広報シリーズ　イド介護保険介護保険介護保険 ガ 103

◆ 認知症とは？

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116（課直通）

　認知症はだれにでも起こりうるもので、始めはもの忘れと区別がつきにく
い脳の病気です。
　85歳以上では4人に1人その症状があるといわれており、今後大幅に増え
ることが予想されています。いつ、だれが認知症になるか分かりません。認知
症になっても安心して地域で暮らせるように、他人の問題ではなく「自分の
問題」であるという認識を持ち、認知症を正しく理解することが大切です。

　認知症とは、いろいろな原因で脳の細胞がダメージを受けて働きが悪くなることで、さまざま
な障がいが起こり、生活するうえで支障が出ている状態（およそ6カ月以上継続）を指します。

◆ 病気として理解し「早期発見・早期治療」を心がける
　適切な治療やケアをすることで症状を軽くしたり、進行を遅らせたりできる場合がありますの
で、早めにかかりつけ医や専門医（もの忘れ外来、老年内科、精神科、神経科など）の受診をお
すすめします。

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

認知症にはこんなサインがあらわれます　～サインを見逃さないで！～

○最近の出来事が思い出せない、全く覚えていない　　○物を置き忘れる
○日付や曜日、簡単な計算が分からない　　○同じ質問を何度もする など

具体的な対応の7つのポイント

○まずは見守る　　○余裕をもって対応する　　○声をかけるときは1人で 
○後ろから声をかけない　　○相手に目線を合わせて優しい口調で　
○おだやかにはっきりと話す　　○相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応する

◆ できない部分を補いましょう
　認知症かもしれないと悲しんでいるのは本人です。周囲の人が、認知症の人やその家族の気持
ちを理解し、できない部分を補えば、自分でできることが増え、おだやかに暮らしていくことが
できます。

◆ 認知症を予防しよう　～運動、食事、生活のしかたが大事～
　運動や趣味を楽しんだり、仲間との付き合いや社会活動で生活にメリハリをつけることで脳の
働きが活発になります。また食事にも気を付け、バランスの良い食生活を送りましょう。

認知症の人への対応の心得（3つの「ない」）

○驚かせない　　○急がせない　　○自尊心を傷つけない

11月29日（土）、
大方あかつき館で

「認知症予防講演会」
が行われます。
詳しくは、28ページ
をご覧ください。
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国保会計国保会計国保会計みんなでささえる

○お問い合わせ　【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800（課直通）

　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112（課直通）

～ 医 療 費 に つ い て ～
　医療機関にかかった時、領収書と一緒に診療明細書をもらうことがあると思いますが、
内容をじっくり見たことがありますか？
　診察や検査・調剤にかかる費用は、項目ごとに点数が決まっています（全国一律）。
　医療機関を受診すると、初診または再診、曜日や時間などで、平日は①または③＋（⑤～
⑧）、休日は②＋④＋（⑤～⑧）などで点数を合計し、1点に10円をかけた額が医療費（費用額）
となります。また、検査や投薬などがある時は、別に検査料や調剤料が加算されます。

　医療費は、被保険者が自己負担分（年齢や世帯の所得によって、1割～3割まで負担割合
に差があり）を支払い、それぞれが加入する保険の保険者（国保や協会けんぽ、後期高齢者
医療など）が医療費の残りの額（保険者負担分）を医療機関に支払います。
　　
●重複受診はやめましょう
　同じ病気で複数の病院にかかる事を「重複受診」といい、病院を変えるごとに初診料がか
かり、同じ病院を再診する場合と比べると1回に約2,000円の医療費が余分に必要となります。
重複受診は医療費の増加だけでなく、検査などを繰り返すことで体の負担もかかります。

●お薬手帳を持ちましょう
　せっかく処方されたお薬を飲み残したり、医師の指示どおりに服用しなかったりしてい
ませんか？　不必要に薬を欲しがったあげく、余らせて捨ててしまうことはないですか？
　お薬の中には飲み合わせが悪い物があり、期待どおりの効果が得られないケースや、最
悪の場合は副作用を生じることがあります。お薬手帳があると服用歴などが管理できます
ので、飲み合わせの悪い物を避けることも可能です。「かかりつけ薬局」を持ち、薬剤師の指
示を受けましょう。

　先月の広報でもお知らせしたように、黒潮町国保の保険者負担額は年間12億円以上（後
期高齢者医療分含まず）にもなります。医療費の増加は、国保税の負担増につながりますの
で、「医療機関の適正受診」により医療費の節約にご協力をよろしくお願いします。

※⑤～⑧の組合せは、医療機関によって異なります。

主 な 項 目

・かかりつけ医を持つ。　　
・重複受診をしない。　　
・薬は正しく服用する。ジェネリック医薬品を利用する。
・時間外は、緊急を要する時のみ受診する。

医療機関の適正受診

点 主 な 項 目 点

①初診料 270 ⑤薬剤情報提供料 10

②初診料（休日）加算 520 ⑥明細書発行体制等加算 1

③再診料（200床以下） 069 ⑦処方箋料 068

　　〃　　（200床以上） 070 ⑧外来管理加算 052

④院内トリアージ実施料 100
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校
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平成26年度  標準学力調査結果
（全国を1とする）

2年

0.95 0.91 1.13

0.95

国語

算数 0.95 1.10

3年 4年

0.90

0.96

5年

－

－

－理科 － 1.00 0.89 1.04

6年

◆
は
じ
め
に

　
本
年
度（
平
成

２６
年
度
）、「
上
川

口
小
学
校
」
と
「
伊
田
小
学
校
」
が

統
合
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

　
互
い
の
学
校
・
地
域
の
よ
き
伝

統
や
文
化
を
活
か
し
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て
生
活
が

で
き
、
自
由
に
表
現
し
、
そ
し
て
、

自
分
に
自
信
の
も
て
る
よ
う
な
学

校
を
創
造
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
４
月
の
出
会
い
か
ら
、

５０
人
の

子
ど
も
た
ち
が
、
互
い
に
思
い
や

り
な
が
ら
楽
し
く
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
何
よ
り
う

れ
し
い
こ
と
で
す
。

◆
学
校
教
育
目
標

　
「
い
の
ち
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輝
か
す
『
や
り
ぬ
く

力
の
育
成
』
挑
戦
・
不
屈
・
努
力
」

　
あ
る
心
理
学
者
の
調
査
に
よ
る

と
、
自
分
の
夢
や
目
標
を
達
成
し

た
人
が
備
え
て
い
る
力
は
「
や
り

ぬ
く
力
」
で
あ
り
、
そ
の
力
の
源

は
「
自
尊
感
情
や
成
功
思
考
」
の

高
さ
に
よ
る
と
結
論
づ
け
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
側
面
か
ら
「
や
り

ぬ
く
力
の
育
成
」
と
し
て
本
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教
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に
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づ
け
ま
し
た
。
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基
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は
、
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つ
い
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の
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思
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る
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育
成
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し

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
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設
け
、
取
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ん
で
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ま
す
。
思
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判
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し
、
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現
し
、
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る
状
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、
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信
を
持
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て
、
他
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と

協
働
・
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で
き
る
力
で
あ
り
、

教
育
目
標
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
学
力
向
上

　
〜
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
授
業
改
善
〜

　
授
業
改
善
の
一
つ
の
ツ
ー
ル
と

し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全

学
級
に
大
型
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
、

パ
ソ
コ
ン
、
書
画
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
、

よ
り
分
か
る
授
業
を
創
造
し
て
い

ま
す
。

　
本
校
の

学
力
調
査

結
果
を
分

析
す
る
と
、

応
用
問
題

の
正
答
率

の
高
さ
と

プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
高
さ
に
は
相
関
関
係
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
現
在
、

６
年
生
は
、全
員
が
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
作
り
、

説
明
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

は
、
多
く

の
情
報
を

整
理
し
、

相
手
に
分

か
る
よ
う

に
伝
え
る

た
め
の
編

集
能
力
を
、楽
し
み
な
が
ら
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
上
で
効
果

的
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
伝
え
る
力
」
を

い
か
に
育
て
る
か
と
い
う
視
点
で
、

学
力
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

◆
豊
か
な
心
〜
生
き
方
に
学
ぶ
〜

　
私
た
ち
は
、
授
業
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
す
べ
て
の
教
育
活
動
に

お
い
て
「
褒
め
て
・
認
め
て
・
励

ま
す
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
で
臨
ん

で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
あ
い

さ
つ
の
様
子
や
、
善
行
、
が
ん
ば

っ
た
こ
と
な
ど
を
見
過
ご
す
こ
と

な
く
全
体
の
場
や
学
級
で
評
価
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
自
尊

感
情（
自
分
を
大
切
に
思
い
、
自

信
を
持
つ
）の
高
ま
り
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
朝
会
や
読

書
活
動
の

奨
励
、
そ

し
て
、
人

権
教
育
参

観
日
、
キ

ャ
リ
ア
教

育
参
観
日

な
ど
、
講

師
を
招
い
て
講
演
会
を
開
く
こ
と

な
ど
を
通
し
て
、
人
と
し
て
の
生

き
方
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

◆
体
力
向
上
〜
多
様
な
動
き
〜

　
毎
朝
の
マ
ラ
ソ
ン（
く
じ
ら
っ

こ
タ
イ
ム
）か
ら
１
日
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
体
育
の
授
業
の
充
実

は
も
と
よ
り
、
水
泳
記
録
会
、
運

動
会
、
陸
上
記
録
会
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
な
ど
の
行
事
と
関
連
さ
せ
な

が
ら
、
多
様
な
動
き
と
体
力
を
高

め
る
た
め
に
年
間
を
通
し
て
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
防
災
教
育
〜
人
間
力
の
涵
養
〜

　
本
校
は
、
高
知
県
実
践
的
防
災

教
育
推
進
事
業
の
指
定
校
と
し
て
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
震
・
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

つ
い
て
の
知
識
学
習
を
基
に
、「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
・
行
動

力
」
の
基
礎
を
養
う
た
め
の
教
科

学
習
、
そ
し
て
、
避
難
訓
練
を
通

し
て
実
践
的
な
学
び
を
深
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
・
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
図
る
た
め
に
、
防

災
教
育
参
観
日
を
設
け
、
講
演
会

や
引
き
渡
し
訓
練
、
炊
き
出
し
訓

練
を
企
画
・
実
践
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、

自
ら
の
命
を
守
り
、
家
族
や
友
だ

ち
、地
域
の
方
々
を
思
い
や
る
人

間
力
を
養
い
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

国語科でＩＣＴ

読み聞かせ朝会

引き渡し訓練

平和学習プレゼン

か
ん
よ
う
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◆
朝
の
活
動
は
あ
い
さ
つ
運
動
か
ら

　
田
ノ
口
小
学
校
は
、
９
月
よ
り

１
年
生
に
転
校
生
が
加
わ
り
、
現

在
５９
名
の
児
童
数
で
あ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
登
校
は
比
較
的

早
く
７
時
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
、
８

時
前
、
馬
荷
か
ら
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
到
着
で
終
了
す
る
。
あ
い
さ
つ

運
動
は
、
児
童
会
に
よ
り
毎
週
月

曜
日
の
朝
、
登
校
時
間
帯
に
行
っ

て
い
る
。
そ
の
成
果
か
ら
か
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
元
気
よ
く

明
る
い
あ
い
さ
つ
が
で
き
て
い
る
」

と
の
評
価
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

◆
朝
マ
ラ
ソ
ン
で
心
身
の
強
化

　
８
時
５
分
、
準
備
運
動
を
す
る

中
、
体
育
委
員
会
か
ら
放
送
が
入

り
朝
マ
ラ
ソ
ン
が
始
ま
る
。
音
楽

に
合
わ
せ
低
・
高
学
年
で
内
・
外

回
り
に
分
か
れ
自
分
た
ち
の
ペ
ー

ス
で
ト
ラ
ッ
ク
を
周

回
し
て
い
る
。
走
っ

た
回
数
は
、
朝
の

会
で
個
々
の
記
録

と
し
て
残
し
、
子

ど
も
た
ち
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
。

◆
読
書
力
の
構
築
に
向
け
て
…

　
火
〜
木

曜
日
の
始

業
前
、
４

人
の
読
書

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん

と
図
書
館

支
援
員
さ

ん
が
各
学
級
に
入
り
読
み
聞
か
せ

を
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
１

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
全
員
が
集

中
し
て
聞
き
入
る
こ
と
が
で
き
て

お
り
、
読
み
聞
か
せ
に
入
ら
な
い

学
級
で
も
自
分
た
ち
で
静
か
に
読

書
の
時
間
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

◆
地
震
・
津
波
か
ら
命
を
守
る
…

　
田
ノ
口
小

で
は
、
本
年

度
耐
震
工
事

が
入
り
、
校

舎
の
内
外
が

補
強
さ
れ
安

心
の
度
合
い

が
高
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
津
波
を
想
定
し
て
学
校

の
裏
地
に
あ
る「
せ
せ
ら
ぎ
公
園
」

と
国
道
を
入
野
方
面
に
逃
げ
る「
緑

野
団
地
」
の
２
カ
所
を
避
難
場
所

に
設
定
し
て
、
年
間
８
回
、
こ
の

２
つ
の
場
所
へ
の
避
難
訓
練
を
交

互
に
繰
り
返
し
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
の
「
自
分
た
ち
の
命
を
自
分

た
ち
で
守
る
」
た
め
の
意
識
を
高

め
て
い
る
。

◆
基
礎
学
力
の
定
着
を
目
指
し
て

　
今
年
も
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後

に
校
内
研
究
の
時
間
を
設
定
し
、

子
ど
も
た
ち
の
日
々
の
様
子
や
学

力
定
着
に
向
け
研
究
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　
提
示
の

本
年
度
の

標
準
学
力

調
査
の
結

果
に
お
い

て
は
、
ど

の
学
年
も

正
答
率
の

平
均
は
、

ほ
ぼ
全
国

と
同
等
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
全

国
学
力
テ
ス
ト
で
は
わ
ず
か
で
は

あ
る
が
国
語
Ｂ（
活
用
す
る
力
を

問
う
）で
マ
イ
ナ
ス
面
が
見
え
る
。

引
き
続
き
日
々
の
授
業
の
改
善
や

家
庭
学
習
の
定
着
を
大
切
に
し
、

意
欲
を
も
っ
て
学
ぶ
姿
勢
を
育
て

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
学
ん
だ
知

識
を
活
用
す
る
た
め
の
言
語
能
力

を
育
む
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

同
時
に
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
学

べ
る
学
習
集
団
づ
く
り
に
全
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
。

◆
今
、
仲
間
と
共
に
…

　
「
学
校
は
楽
し
い
」
と
ほ
と
ん

ど
の
子
ど
も
が
言
っ
て
く
れ
る
。

休
み
時
間
に
は
、
す
べ
り
台
や
雲

梯
な
ど
の
遊
具
や
一
輪
車
、
サ
ッ

カ
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
で

グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
、
楽
し
く

遊
ぶ
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら

れ
る
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
、

力
を
合
わ
せ
一
つ
の
物
を
完
成
さ

せ
る
集
団
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
年
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
テ

ー
マ
を
決
め
共
同
作
品
づ
く
り
に

取
り
組
ん
だ
。
子
ど
も
た
ち
の
知

恵
は
無
限
大
で
次
々
に
ア
イ
デ
ィ

ア
が
浮
か
び
作
品
に
取
り
入
れ
て

い
っ
た
。
仲
間
と
連
携
し
協
力
し

て
い
く
時
間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
た
。

　
完
成
品
は

毎
年
、
い
の

町
紙
の
博
物

館
で
行
わ
れ

て
い
る
「
紙

と
あ
そ
ぼ
う

作
品
展
」
に

出
品
し
評
価

を
得
る
な
ど
、
励
み
に
な
っ
て
い

る（
関
連
記
事
８
ペ
ー
ジ
）。

　
ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
力
を
付

け
成
長
を
し
て
い
る
と
感
じ
る
場

面
に
、一
輪
車
の
創
作
活
動
が
あ
る
。

　
毎
年
、
運
動
会
で
披
露
し
、
保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
感
動
を

与
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

曲
決
め
か
ら
内
容
の
場
面
構
成
ま

で
を
ほ
ぼ
子
ど
も
た
ち
で
考
え
決

め
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
れ

も
低
学
年
を

含
め
た
希
望

者
の
集
団
の

た
め
、
能
力

差
や
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、早
朝
練

習
を
繰
り
返
し
、今
年
も
校
庭
い
っ

ぱ
い
に
大
き
な
花
を
咲
か
せ
自
信

を
つ
け
て
き
て
い
る
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
「
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
推
進
委
員
会
」

が
あ
る
。
区
長
さ
ん
や
民
生
委
員

さ
ん
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
中
心
に
な

っ
て
学
校
へ
の
提
言
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
今
年
は
、
先
進
校
で
あ
る
大
川

村
の
大
川
小
学
校
と
の
交
流
を
行

う
中
、
県
の
指
定
を
受
け
「
開
か

れ
た
学
校
づ

く
り
…
」
を

基
盤
に
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
」

の
立
ち
上
げ

を
行
っ
て
い

る
。

りよだ校学

平成26年度  標準学力調査結果
（全国を1とする）

2年

0.99 1.07 1.02

0.94

国語

算数 1.05 1.06

3年 4年

1.08

1.02

5年

田
ノ
口
小
学
校

『
意
欲
的
に
活
動
し
、
心
豊

　
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
る

　
児
童
の
育
成
』

校
長
　
溝
渕
　
雅
一

う
ん

て
い
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備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
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て
安
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〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
8
8（
課
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 
総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
生
存
者

を
救
出
で
き
た
の
は
、
大
部
分
が
３
日

目
ま
で
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
他
の
大
地
震
で

も
み
ら
れ
、
地
震
発
生
か
ら
最
初
の
３

日
間
は
、
人
命
を
救
助
す
る
た
め
に
非

常
に
重
要
な
「
黄
金
の

７２
時
間
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
人
命
救
助
に
最
も
大
切
な
地
震
発
生

後
の

７２
時
間
を
中
心
に
、
県
、
市
町
村
、

防
災
関
係
機
関
な
ど
で
は
、
人
命
を
救

う
応
急
活
動
を
最
優
先
に
行
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
次
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で

は
、
高
知
県
の
広
い
範
囲
で
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
、
公
的
な
救
助
活
動
が
被

災
地
全
域
に
行
き
渡
ら
な
い
こ
と
も
想

定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
で
助

け
合
っ
て
救
助
活
動
を
行
う
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

自
主
防
災
力
を

継
続
・
向
上
さ
せ
よ
う
！

11月28日（金）午前11時
告知端末などを用いた全国一斉の「緊急情報伝達訓練」を行います！

※�詳細は各区長より班回覧を行いますので、内容をご確認ください

地域の防災サポーター養成講座
－�参加者募集のお知らせ －

地域の防災サポーター養成講座
－�参加者募集のお知らせ －

●目的
今世紀前半の発生が予想されている南海地震対策として、一定の知識と技術を有す
る人材を育成することで、被害を軽減するとともに、被災後の地域の維持・継続に
寄与することを目的とします。

●受講対象者　　定員30人
町内在住の方で、防災サポーターとして各地域で活動する人材育成の必要性に賛同し、
全講座を受講可能な方

●地域防災サポーターの認定
講座をすべて受講した方を「黒潮町地域防災サポーター」と認定し、認定証を発行
するとともに、地域で活動する際に使用するユニホームを支給します。なお、全日
程を受講できなかった方についても、別の日程や次年度以降などで同等の補講が終
了すれば、認定できることとします。

●講座日程 
　第1講座　座　学
　★災害や防災の知識を学びます。
　日時：11月23日（日）9：30～12：00
　講師：高知地方気象台ほか
　会場：幡多青少年の家（上川口）

　第2講座　救命講習
　★救命に対する技術・知識を学びます。
　日時：12月6日（土）・7日（日）
　　　　9：00～12：30
　講師：黒潮消防署
　会場：黒潮消防署（伊田）

●申込期限　　11月14日（金）

●お申し込み　本庁 情報防災課 南海地震対策係・消防防災係　蕁43－2188（課直通）

第3講座　講話・実技
★災害時に各地域でみんなができる技術・

知識を学びます。
日時：12月21日（日）10：00～15：00
講師：阪神大震災語り部　
　　　日本防災士会高知県支部
会場：幡多青少年の家（上川口）

※各会場までの移動は、
各自でお願いします。
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黒潮町ケーブルテレビ

11月番組予定表
IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－137319日～26日黒潮町音楽祭特集を放送！！19日～26日黒潮町音楽祭特集を放送！！

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　黒潮町役場 本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188
（課直通）

【IWKTV制作室】蕁43－0500

番　　組 放送時間
番組案内

ＩＷＫＮＥＷＳ

おしえて食改さん

黒潮町版健康体操～ロコクロ体操～

行政チャンネル

防災チャンネル

えいちや！知っ得！くろしお町

耳をすまして

図書館どうでしょう

ザ☆黒潮人

お話玉手箱

くろしお☆チルドレン

ＪＣＣ三人娘が行く

サイエンスチャンネル

Kochi on TV!

片さんのFish!おふ

ショップチャンネル

番組内容の更新は、毎週水曜日の15：00です。

6：00　10：30　15：00　19：30

6：05　10：35　15：05　19：35

6：20　10：50　15：20　19：50

6：30　11：00　15：30　20：00

6：45　11：15　15：45　20：15

6：55　11：25　15：55　20：25

7：05　11：35　16：05　20：35

7：15　11：45　16：15　20：45

7：30　12：00　16：30　21：00

7：35　12：05　16：35　21：05

7：50　12：20　16：50　21：20

8：05　12：35　17：05　21：35

8：15　12：45　17：15　21：45

8：25　12：55　17：25　21：55

8：40　13：10　17：40　22：10

9：40　14：10　18：40　23：10

24：00～6：00

注）放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。（デジアナ放送を視聴の方以外）

お 知 ら せ

★黒潮町音楽祭特集
大方地区・佐賀地区音楽祭を放送します。
放送期間：11／19（水）～26（水）
※放送時間は、テレビの電子番組表などでご確認ください。

地デジチューナーの無料給付制度があります
給付対象世帯などについて詳しくは、総務
省地デジチューナー支援実施センターへ。
蕁0570－034－037（ナビダイヤル）
※ナビダイヤルが利用できない場合
　蕁03－4334－2754

★ご注意ください！！
ケーブルテレビでのデジアナ変換サービス
は2015年3月までに終了します。

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

　　　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
や
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
控

除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

２６
年
中

に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。
ま
た
、
ご

家
族
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
に
も
、

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（
社
会
保
険
料
〈
国
民
年
金
保
険
料
〉
控

除
証
明
書
や
領
収
証
書
）の
添
付
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成

２６
年
１
月
１
日
〜
９
月

３０
日
に

納
付
し
た
方
に
は

１１
月
上
旬
に
、

１０
月

１
日
〜

１２
月

３１
日
に
今
年
初
め
て
保
険

料
を
納
め
た
方
へ
は
翌
年
２
月
上
旬
に
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
社
会
保
険
料
控
除

証
明
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
申
告
書
提
出
の
際
に
は
、
こ
の
証
明

書
、
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
皆
さ
ん
に
「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

年
金
記
録
の
照
会
な
ど
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
）」
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
高

齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て

い
た
だ
く
日
と
し
て
、

１１（
い
い
）月

３０

（
み
ら
い
）日
を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
、
年
金
記
録
や
将

来
の
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未

来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
す
る
か
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
役
場

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
） 

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
　
通
）

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

１１
月
３０
日
は
「
年
金
の
日
」
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「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
は
、
平
成

２６
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
上
げ

に
伴
い
、
所
得
の
低
い
方
々
へ
の
負
担

の
影
響
を
考
え
、暫
定
的
・
臨
時
的
な
措

置
と
し
て
、支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
す
。

◆
支
給
対
象
者

　
平
成

２６
年
度
分
の
住
民
税（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
な
い
方
　

※
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税

さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
生
活
保
護
制

度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合

な
ど
は
対
象
外
。

◆
支
給
額

　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円
 

※
給
付
対
象
者
の
中
で
、
次
に
該
当
す

る
方
は
５
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

・
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方

・
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当

な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

◆
申
請
期
限

　
１２
月

２６
日（
金
）※
当
日
消
印
有
効

◆
申
請
方
法

　
対
象
と
な
る
方
は
、
平
成

２６
年
１
月

１
日
時
点
で
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村

に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
支
給
対
象
と
思
わ
れ

る
方
へ
の
申
請
案
内
を
７
月
下
旬
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
を
同
封
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
請
期
間
内
に
役
場
担

当
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送

も
可
）。

◆
給
付
方
法

　
申
請
書
受
付
後
、
審
査
の
う
え
、
支

給
対
象
者
の
指
定
口
座
へ
随
時
振
り
込

み
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
課
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

 
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
） 

 
平
成

２６
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の

引
上
げ
に
伴
い
、
子
育
て
世
帯
の
家
計

へ
の
負
担
を
減
ら
し
、
消
費
の
下
支
え

を
図
る
た
め
に
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
に
、「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

 
対
象
者
の
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
期

間
内
に
役
場
担
当
窓
口
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い（
郵
送
も
可
）。

◆
支
給
対
象
者

 
次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
す
方

①
平
成

２６
年
１
月
分（
平
成

２６
年
１
月

１
日
生
ま
れ
の
児
童
は
２
月
分
）の

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給

※
特
例
給
付
と
は
、
児
童
１
人
当
た
り

月
額
５
千
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
。

②
平
成

２５
年
中
の
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
制
限
限
度
額
未
満

【
扶
養
親
族
の
数
と
所
得
制
限
限
度
額
】

※
扶
養
親
族
な
ど
の
人
数
が
６
人
以
降

は
、
１
人
増
え
る
ご
と
に

３８
万
円
を

所
得
限
度
額
に
加
算
。

※
所
得
税
法
に
規
定
す
る
老
人
控
除
対

象
配
偶
者
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
が

い
る
場
合
は
、
１
人
に
つ
き
６
万
円

を
加
算
。

◆
対
象
児
童

　
支
給
対
象
者
の
平
成

２６
年
１
月
分（
平

成
２６
年
１
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
は
２

月
分
）の
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
対

象
と
な
る
児
童

※
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
対
象
と
な

る
児
童
や
、
生
活
保
護
制
度
の
被
保

護
者
に
あ
た
る
児
童
は
対
象
外
。

※
申
請
・
支
給
時
に
中
学
校
を
卒
業
し

て
い
る
場
合
も
、
対
象
児
童
に
含
む
。

※
平
成

２６
年
１
月
１
日
以
後
に
亡
く
な

ら
れ
た
児
童
は
対
象
外
。

◆
支
給
額

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

◆
申
請
期
限
　

 
１２
月

２６
日（
金
）
※
当
日
消
印
有
効

◆
申
請
方
法

 
対
象
と
な
る
方
は
、
平
成

２６
年
１
月

１
日
時
点
で
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村

に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
黒
潮
町
の
対
象
者（
公
務
員
受
給
者

以
外
の
方
）に
は
、
案
内
書
と
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
期
間

内
に
役
場
担
当
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
郵
送
も
可
）。

　
公
務
員
受
給
者
の
方
は
、
勤
務
先
か

ら
交
付
さ
れ
た
「
申
請
書
」
と
「
受
給
証

明
書
」
を
申
請
期
間
内
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
給
付
方
法

　
申
請
書
受
付
後
、
審
査
の
う
え
、
支

給
対
象
者
の
指
定
口
座（
児
童
手
当
で

登
録
し
て
い
る
口
座
な
ど
）へ
随
時
振

り
込
み
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課
 

　
総
合
窓
口
第
２
係

　
　
　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

臨
時
福
祉
給
付
金
の
お
知
ら
せ

0人

1人

2人

3人

4人

5人

622万円

扶養親族
所得制限
限度額

660万円

698万円

736万円

774万円

812万円

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？
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「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
や
「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の『
振

り
込
め
詐
欺
』
や
『
個
人
情
報
の

詐
取
』に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！！

●
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
が
Ａ
Ｔ

Ｍ（
銀
行
な
ど
の
現
金
自
動
支

払
機
）の
操
作
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
、
他
人
か

ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う

こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

●
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
が
、
給

付
金
支
給
の
た
め
の
手
数
料
の

振
込
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　
黒
潮
町
で
は
、
電
気
の
固
定
価
格
買

取
制
度
開
始
を
受
け
て
、
県
が
進
め
る

「
こ
う
ち
型
地
域
還
流
再
エ
ネ
事
業
ス

キ
ー
ム
」
に
よ
り
、
太
陽
光
発
電
事
業

を
県
と
事
業
化
し
ま
し
た
。

　
高
知
県
・
黒
潮
町
・
福
留
開
発（
株
）

の
３
者
で
協
定
を
結
び
、
平
成

２６
年
３

月
に
「
こ
う
ち
・
く
ろ
し
お
太
陽
光
発

電（
株
）」
を
設
立
。
５
月
よ
り
、
太
陽

光
発
電
所
の
建
設
を
、
入
野
の
町
有
地

に
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
年
間
発
電
量
を
約

６７
万
ｋ
Ｗ

ｈ（
一
般
家
庭
約
１
８
６
世
帯
分
）と
し
、

電
力
受
給
契
約
先
で
あ
る
四
国
電
力（
株
）

に
、
１
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り

３６
円（
税
抜
き
）

で
売
電
し
て
い
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

衛
生
施
設
整
備
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

　
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て
終
生
飼
育

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
、
改
正
動
物

愛
護
管
理
法（
平
成

２５
年
９
月
１
日
付
）

が
施
行
さ
れ
て
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
動
物
を
捨
て
る

人
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
飼
い
猫
や
飼
い
犬
を
最
後
ま
で
愛
情

と
責
任
を
も
っ
て
飼
育
す
る
こ
と
は
、

わ
た
し
た
ち
飼
い
主
の
重
要
な
責
務
で

す
。
不
妊
手
術
や
去
勢
手
術
、
ま
た
次

の
飼
い
主
を
見
つ
け
る
な
ど
の
方
法
も

あ
り
ま
す
。
捨
て
猫
、
捨
て
犬
を
出
さ

な
い
た
め
に
も
、
責
任
を
も
っ
て
終
生

飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
） 

　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
・
寡
婦
の
方

の
生
活
の
安
定
の
た
め
に
、
各
種
資
金

の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
資
金
の
種

類
に
よ
っ
て
、
貸
付
限
度
額
や
償
還
期

間
、
据
置
期
間
、
利
子
な
ど
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
貸
付
の
種
類
】

◆
就
学
支
度
資
金

　
児
童
の
入
学
に
必
要
な
被
服
な
ど
の

購
入
資
金（
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は

所
得
制
限
あ
り
）

◆
修
学
資
金

　
児
童
の
高
校
・
大
学
な
ど
へ
の
修
学

資
金

◆
事
業
開
始
資
金

　
事
業
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
設

備
・
什
器
・
機
械
な
ど
の
購
入
資
金

◆
事
業
継
続
資
金

　
現
在
継
続
中
の
事
業
に
必
要
な
商
品
・

材
料
な
ど
を
購
入
す
る
運
転
資
金

◆
技
能
習
得
資
金

　
技
能
や
資
格
を
得
る
た
め
に
必
要
な

交
通
費
・
授
業
料
・
材
料
購
入
資
金

◆
就
職
支
度
資
金

　
就
職
に
直
接
必
要
な
洋
服
、
履
物
な

ど
の
購
入
資
金

◆
修
業
資
金

　
児
童
が
事
業
開
始
ま
た
は
就
職
す
る

た
め
の
知
識
技
能
習
得
資
金

◆
医
療
介
護
資
金

　
医
療
費
ま
た
は
介
護
費

◆
生
活
資
金

　
技
能
習
得
中
お
よ
び
医
療
・
介
護
を

受
け
て
い
る
期
間
の
生
活
費
補
給
資
金
、

失
業
中
の
生
活
安
定
資
金

◆
住
宅
資
金

　
住
宅
の
建
築
・
購
入
・
増
改
築
・
補

修
保
全
資
金

◆
転
宅
資
金

　
転
居
時
の
住
宅
の
賃
貸
・
家
財
運
搬

費
な
ど
　

◆
結
婚
資
金

　
児
童
の
結
婚
へ
の
必
要
資
金

○
お
問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　
　
蕁
４
３
―
２
１
１
６（
課
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）　

１１
月
は

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す
。

　
幡
多
児
童
相
談
所

　
蕁
３
７
―
３
１
５
９

　
黒
潮
町
役
場

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
６（
課
直
通
）

こ
う
ち
・
く
ろ
し
お
太
陽
光
発
電
所

１０
月
２０
日
か
ら
売
電
開
始

動
物
は
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て

最
後
ま
で
飼
い
ま
し
ょ
う
！

１０
月
か
ら
父
子
家
庭
も
対
象
に
！

『
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金

 

貸
付
制
度
』
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

新成人代表者募集新成人代表者募集新成人代表者募集新成人代表者募集平成26年成人式平成27年成人式平成27年成人式平成27年成人式

日時／平成27年1月3日（土）　受付：午後0時30分～　式典：午後1時30分～
場所／ふるさと総合センター（黒潮町入野）大ホール

○お問い合わせ・応募先　教育委員会　生涯学習係（担当：渡辺・明神）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕁55－3190（直通）　蕭55－3850

◆対　象　者　平成6年4月2日～平成7年4月1日生まれで、次のいずれか
に該当する方

　　　　　　①町内に住所を有する方
　　　　　　②町内の中学校を卒業した方
　　　　　　③町内の小学校を卒業し、町外の中学校を卒業した方

◆募集人数　3人（誓詞、記念品授与、花束贈呈　各1人）※誓詞＝成人の誓い

◆募集期限　11月28日（金）
◆応募方法　電話・FAX

黒 潮 町 成 人 式

「
黒
潮
町
人
権
教
育
推
進
講
座
」

 
が
始
ま
り
ま
す
！

 ◆
第
１
講
座
　
１１
月
２７
日（
木
）

「
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
る
と
は
…
」

〜
人
権
は
身
近
に
あ
る
も
の
〜

　
①
人
権
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
事
務
局
）

★
②
講
演
　
森
　
美
栄
さ
ん

◆
第
２
講
座
　
１２
月
１５
日（
月
）

「
差
別
っ
て
何
で
す
か
？
」

〜
子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
問
題
と
は
〜

★
①
視
聴
覚
教
材

　
　
　
　
坂
田
か
お
り
さ
ん
親
子

「
母
娘
で
問
う
た
部
落
差
別
」

★
②
講
演
　
大
湾
　
昇
さ
ん

　
　
　
　
　（
徳
島
県
・
止
揚
の
会
）

◆
第
３
講
座
　
平
成
２７
年
１
月
２０
日（
火
）

「
部
落
差
別
問
題
の
現
状
」

〜
黒
潮
町
の
課
題
に
つ
い
て
〜

★
①
住
民
人
権
意
識
調
査
の
報
告
他

　
②
講
演
　
山
中
千
枝
子
さ
ん

◆
第
４
講
座
　
２
月
２７
日（
金
）

「
高
知
の
実
態
・
社
会
の
実
態
」

〜
今
だ
か
ら
こ
そ
、つ
な
が
ろ
う
よ
〜

★
①
講
演
　
塚
地
和
久
さ
ん

　
　
　
　
　（
高
知
新
聞
社 

編
集
委
員
）

★
②
コ
ン
サ
ー
ト
　
森
　
秀
一
さ
ん

★
印
は
オ
ー
プ
ン
講
座
で
す
。

　
黒
潮
町
で
は
「
人
権
文
化
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、「
黒

潮
町
人
権
教
育
推
進
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、「
差
別
の
な
い
明
る

い
黒
潮
町
を
め
ざ
し
て
地
域
ぐ
る
み
の

人
権
教
育
を
推
進
す
る
た
め
人
権
教
育

の
講
座
を
計
画
的
に
実
施
し
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
で
き
る
、
地

域
に
根
ざ
し
た
指
導
者
を
育
成
す
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
上
記
の
内
容
で
、
各
講
座
、

多
彩
な
講
師
の
方
を
お
招
き
し
て
実
施

し
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
の
い
ら
な
い

『
★
オ
ー
プ
ン
講
座
』
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
や
時
間
な
ど
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数
　

４０
名

募
集
対
象
　
町
内
に
お
住
ま
い
ま
た
は

　
　
　
　
　
町
内
に
お
勤
め
の
方

募
集
期
限
　

１１
月

１７
日（
月
）

受
講
料
　
　
無
料

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 

人
権
教
育
係

蕁
５
５
―
３
１
９
０（
課
直
通
）

 
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

平成27年「黒潮町成人式」の新成人代表者を募集します！！

20歳の素晴らしい記念になると思いますので、われこそは！と思う方の募集をお待ちしています。

なお、応募多数の場合は、教育委員会にて抽選とさせていただきますのでご了承ください。

せい し

受
講
生
募
集
中
！
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笙

笋

筬

筺筐
笵

箘箝筮

　
白
石
団
地
は
、
山
や
川
・
水
田
な
ど

自
然
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
環
境
で
す
。

ま
た
、
団
地
の
す
ぐ
近
く
に
高
規
格
道

路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
る
予

定
で
あ
る
た
め
、
交
通
の
利
便
性
も
良

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
、分
譲
す
る
区
画
は
下
図
の
太

枠
部
分
の
９
区
画
で
す
。分
譲
条
件
と
し

て
、宅
地
分
譲
契
約
締
結
後
か
ら
３
年
以

内
に
住
宅
の
完
成
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
募
集
要
領
、
申
し
込
み
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
建
設
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
分
譲
区
画
　
９
区
画

・
面
積
帯
　
２
６
７
㎡（

８０
・
７
坪
）〜

 
 
 
 
 

３
３
６
㎡（
１
０
１
坪
）

・
価
格
帯
　
４
８
０
万
円
〜
６
６
９
万
円

◆
申
込
方
法
　

　
建
設
課
で
配
布
す
る
指
定
の
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
受
付
期
間

　
１１
月
４
日（
火
）〜

　
平
成

２７
年
３
月

３１
日（
火
）

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

建
設
課 

土
木
係

蕁
５
５
―
３
７
０
０（
課
直
通
）

 

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
促
進
と
健
全
な
発
展
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
目
的
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
本
谷
地
区
】

【
荷
稲
地
区
】

　
　

　　
地
元
住
民
に
よ
っ
て
代
々
継
承
し
て

き
た
祭
り
を
、
今
後
も
引
き
続
き
開
催

で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
備
品
を
宝
く

じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

　
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

白
石
団
地
　
第
２
次
宅
地
分
譲

１１
月
４
日
か
ら
開
始
し
ま
す

平
成
２６
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
実
施
し
ま
し
た

済済
済

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

は分譲対象外。

公共用地予定地

本谷地区では、老朽化したお神輿を
整備しました。

荷稲地区では、老朽化したお神輿を整備しました。

宝くじは、広く社会に役立てられています。

秋まつりでは、神輿が地域内を回り、
にぎわいを見せました。
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黒
潮
町
内
で
活
動
し
て
い
る
人
権
擁

護
委
員
６
人
の
う
ち
、
矢
野
智
子
さ
ん

が
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
が
、

１０
月

１
日
か
ら
３
年
間
、
再
任
と
な
り
ま
し

た
。

　
引
き
続
き
人
権
擁
護
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
特
設
人
権
相
談
所
や
個
別

相
談
な
ど
で
、
あ
な
た
の
悩
み
や
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

◆
他
の
黒
潮
町
の
人
権
擁
護
委
員

・
大
塚
一
福（
不
破
原
）

・
谷
口
明
男（
佐
賀
）

・
廣
井
雅
人（
入
野
）

・
矢
野
博
幸（
入
野
）

・
矢
野
健
康（
馬
荷
）

◆
人
権
擁
護
委
員
と
は
？

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
に
基
づ
い
て
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
、
人
権
相
談
を
受
け
た
り
人
権
の

考
え
を
広
め
る
活
動
を
行
う
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
人
た
ち
が
人
権
思
想
を
広
め
、

地
域
の
中
で
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
人
権
を
擁
護
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
設

け
ら
れ
た
も
の
で
、
諸
外
国
に
例
を
見

な
い
制
度
で
す
。
現
在
、
全
国
で
約
１

万
４
千
人
（
う
ち
女
性
約
６
千
人
）
の

方
が
、
法
務
局
・
地
方
法
務
局
の
職
員

と
と
も
に
、
人
権
侵
害
事
件
の
調
査
処

理
、
人
権
相
談
、
人
権
啓
発
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
な
ど
が
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
心
の
負
担
が
少
し
で
も

軽
く
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭

で
の
心
配
ご
と
、
地
域
で
の
も
め
ご
と
、

人
権
侵
害
や
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
の
秘
密
は
必
ず
守
り
、
料

金
は
無
料
で
す
。
安
心
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。
予
約
不
要
。

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
１１
月

１４
日（
金
）午
前

１０
時
〜
正
午

　
鞭
集
会
所

・
１１
月

１４
日（
金
）午
後
１
時
〜
３
時

浮
津
集
会
所

・
１２
月
４
日（
木
）午
後
１
時
〜
３
時

　
総
合
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
支
所
前
）

・
１２
月
５
日（
金
）
午
後
１
時
〜
３
時

 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
前
）

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

　
黒
潮
町
で
は
、
多
様
化
す
る
消
費
者

相
談
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
で
の
悩
み

相
談
に
対
応
す
る
た
め
弁
護
士
を
お
招

き
し
、
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

 
近
年
町
内
で
も
悪
質
商
法
に
よ
る
高

齢
者
の
被
害
や
、
多
重
債
務
を
抱
え
る

方
の
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
、

な
か
な
か
相
談
で
き
な
い
こ
と
も
こ
の

機
会
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
１１
月

２０
日（
木
）午
後
６
時
〜
９
時

 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
本
庁
前
）

・
１２
月

１０
日（
水
）午
後
６
時
〜
９
時

 
総
合
セ
ン
タ
ー（
佐
賀
支
所
前
）

※
相
談
時
間
は
１
人

３０
分
以
内
。

 （
事
前
予
約
制
）

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

 
○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

 
本
庁 

産
業
推
進
室 

商
工
観
光
係

蕁
４
３
―
２
１
１
３（
課
直
通
）

　
四
万
十
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
高

知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局
で
は
、
弁

護
士
資
格
の
あ
る
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
人
権
相
談
を
、
四
万
十
支
局
に
お
い

て
開
設
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　

１１
月

１０
日（
月
）

 
 
 

午
後
１
時
〜
３
時

場
所
　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
３
―

１２
）

※
日
時
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
予
約
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
相
談
時
間
は
１
人

３０
分
以
内
。

 
（
事
前
予
約
制
）

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

蕁
３
４
―
１
６
０
０

人
権
擁
護
委
員 

再
任
の
お
知
ら
せ

無
料
弁
護
士
相
談
会
の
開
催

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

人
権
・
行
政
相
談
所
の
開
催

弁
護
士
資
格
の
あ
る
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
人
権
相
談
所
の
ご
案
内

（拳ノ川）
矢野　智子

蕁55－7149

や の ちえ こ
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
平
成

１８
年
３
月
の
黒
潮
町
発
足
か
ら
、

間
も
な
く

１０
年
の
節
目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
黒
潮
町
教
育
委
員
会
で

は
、
本
町
と
旧
町
の
歴
史
的
な
発
展
の

足
跡
を
振
り
返
り
、
そ
の
歴
史
を
町
の

財
産
と
し
て
後
世
へ
残
し
伝
え
て
い
く

た
め
、
黒
潮
町
史
を
発
刊
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
既
刊
「
大
方
町
史
」
、「
佐

賀
町
郷
土
史
」
な
ど
を
は
じ
め
、
合
併

前
の
旧
両
町
に
関
す
る
歴
史
的
資
料
を

尊
重
し
つ
つ
、
新
た
な
資
料
の
調
査
、

研
究
に
努
め
ま
す
。

　
黒
潮
町
史
は
、
今
年
度
よ
り
３
年
を

か
け
て
編
さ
ん
業
務
に
取
り
組
み
、
平

成
２８
年
度
末
の
発
刊
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
執
筆
編
集
、
印
刷
製
本
な
ど
に
つ

い
て
は
、
出
版
社
に
委
託
す
る
こ
と
と

し
、
６
月
に
立
ち
上
げ
た
黒
潮
町
史
編

さ
ん
委
員
会
の
委
員
に
は
、
主
に
資
料

収
集
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
際
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
参
考
と
な
り
そ
う
な

資
料
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
教
育
委

員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

蕁
５
５
―
３
１
９
０（
課
直
通
）

「
黒
潮
町
史
」
編
さ
ん
事
業
開
始

すべての人が大事にされる町をめざして  「黒潮町人権尊重のまちづくり条例」制定
　９月黒潮町議会定例会で「黒潮町人権尊重のまちづくり条例」が可決され、９月
１８日に施行されました。
　この条例は、すべての人の人権が尊重され、安心して生活ができる明るいま
ちづくりをめざし、町と町民が一体となって取り組むためのものです。皆さん
のご理解とご協力をよろしくお願いします。

黒潮町人権尊重のまちづくり条例（抜粋）　※全文は、黒潮町ホームページなどでご覧になれます。
第1条（目的）
・日本国憲法および世界人権宣言を基本理念として、基本的人権が尊重されるまちづくりのため、

町および町民（町内に事務所などを有する団体などを含む）の責務を明らかにする。
・人権に関する施策の推進に関し必要な事項を定め、同和問題をはじめ女性、子ども、高齢者、

障がい者、HIV感染者など、外国人、犯罪被害者など、インターネットによる人権侵害、災害
と人権などあらゆる人権に関する問題の解決への取り組みを推進し、人権が尊重される明るい
まちづくりの実現に寄与する。

第2条（町の責務）
・目的を達成するため、人権が尊重される社会の環境づくりを図る。
・人権意識を高めるための教育・啓発に関する施策を積極的に推進する。
第3条（町民の責務）
・家庭、地域、学校、職場などあらゆる生活の場において、互いに人権を尊重し、自らが人権尊

重のまちづくりの担い手であることを認識し、人権意識の向上に努める。
・町が実施する人権施策の推進に協力する。
第4条（施策の推進）
・人権施策を策定し、総合的かつ計画的に推進するよう努める。
第5条（教育・啓発活動の充実）
・学校、家庭、各種組織などと連携し、教育・啓発活動の充実に努める。
・差別をしない、させない、許さない世論の形成や人権擁護の環境づくりを促進する。
第6条（実態調査などの実施）
・必要に応じ実態調査などを行う。
第7条（推進体制の充実）
・国、県、関係団体などとの連携を図り、推進体制の充実に努める。
第8条（協議会）
・人権施策の推進に関し、重要事項を調査審議するため、黒潮町人権尊重のまちづくり協議会を

置く。
【お問い合わせ】本庁 住民課 人権啓発係　蕁43－2800（課直通）
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介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
割
合
は
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
介
護

者
の
負
担
や
不
安
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
介
護
者
の
孤
立
を
防
ぎ
、
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
た
め
に
「
在
宅

介
護
者
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
日

頃
の
介
護
体
験
な
ど
を
話
し
合
い
、
介

護
者
相
互
の
交
流
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
希
望
者
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

日
時
　

１１
月

１８
日（
火
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜

１１
時

３０
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
本
庁
前
）

　
　
　
２
階
　
健
康
研
修
室

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
４
３
―
２
２
４
０（
直
通
）

　
自
分
の
話
に
耳
を
傾
け
て
聞
い
て
く

れ
る
だ
け
で
、
心
の
底
に
あ
っ
た
悩
み

や
寂
し
さ
が
軽
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
上
手
に
聴
く
コ
ツ
や
知
識
を
身
に

つ
け
て
「
お
話
し
相
手
」
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
２
日
間
、
修
了
証
発
行
、
参
加
無
料
）

日
時
　

１１
月

１９
日（
水
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

３０
分

　
　
　

１１
月

２０
日（
木
）

　
　
　
午
前
９
時

３０
分
〜
午
後
１
時

３０
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
本
庁
前
）

講
師
　
高
知
と
ん
ぼ
の
会

定
員
　

２０
人（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

　
　
　
黒
潮
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

蕁
４
３
―
０
３
１
５

日
時
　

１２
月

１０
日（
水
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
２
階
大
ホ
ー
ル

内
容
　

〈
午
前
の
部
〉

・
コ
ー
ラ
ス
・
マ
ジ
ッ
ク
・
大
正
琴
演

奏
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
ち
ん
ど
ん
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

・
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
の
活
動

紹
介
や
相
談
窓
口
の
展
示

・
幡
多
地
域
の
作
業
所
販
売
・
昼
食
販

売
〈
午
後
の
部
〉

・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

・
講
演
「
笑
い
ヨ
ガ
と
こ
こ
ろ
の
健
康
」

〜
笑
顔
は
全
て
を
良
く
す
る
万
能
薬
〜

　
講
師
　
高
知
笑
い
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
代
表

味
元
哉
憲
さ
ん

　
　
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所

　
　
健
康
障
害
課 

蕁
３
４
―
５
１
２
４

　
高
知
県
最
低
賃
金
は
、

１０
月

２６
日
か

ら
、
１
時
間
６
７
７
円
で
す
。

　
　
高
知
労
働
局
　
賃
金
室

蕁
０
８
８
―
８
８
５
―
６
０
２
４

　
　
四
万
十
労
働
基
準
監
督
署

　
 
蕁
３
５
―
３
１
４
８

　
　
広
報

１０
月
号
の
記
事
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▼
６
ペ
ー
ジ

　「
学
校
だ
よ
り（
佐
賀
小
学
校
）」

　
３
段
目
・
表
　
学
年
右
端
 

　（
誤
）５
年
↓（
正
）６
年

▼
９
ペ
ー
ジ

「
備
え
て
安
心（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
）」１
段
目

　（
誤
）成

２６
年
度
↓（
正
）平
成

２６
年
度

　（
誤
）平
成

１７
年
↓（
正
）平
成

１６
年

お
知
ら
せ

問

問問

申
・
問こ

こ
ろ
の
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４

〜
笑
い
と
癒
し
と
感
動
と
〜

まちの掲示板まちの掲示板

　高知県特産のゆず果汁を使った、フルーティーな
香りで、すっきりした味の一品です。かちりじゃこを
プラスすることで、うま味や歯ごたえがあり、体にも
やさしいですね。給食でも人気ですよ。

キャベツ� 大3～4枚分
きゅうり� 1本
にんじん� 20g
かちりじゃこ� 大さじ1
きざみ昆布� 少々
　　酢� 大さじ1
　　ゆず果汁�大さじ1
　　砂糖� 大さじ1と1/2
　　うすくち醤油 � 小さじ2
　　塩� 小さじ1/4

●材料（4人分）●

〔作り方〕
①きゅうり（薄切り）、にんじん（千切り）、キャベツ（食べや

すい大きさ）、きざみ昆布は1～2センチの長さに切る。
②熱湯で色よく茹でて、素早く冷まして水気を切る。
③Aの調味料を混ぜ合わせる。
④食材をAの調味料で和える。

くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学

○お問い合わせ
　大方学校給食センター　蕁31－3201（直通）
　佐賀学校給食センター　蕁55－2166（直通）

ゆず香和え

A

在
宅
介
護
者
の
集
い

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

み

も
と

さ
ち
の
り

お
詫
び
と
訂
正
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【特集2】ニュージーランド訪問団来町

ニュージーランド訪問団がやってきました！ニュージーランド訪問団がやってきました！ニュージーランド訪問団がやってきました！
　
９
月

３０
日
か
ら

１０
月
６
日
ま
で
の

１
週
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド（
以
下

「
Ｎ
Ｚ
」）の
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校

よ
り
、生
徒

１６
人
、引
率
者
４
人
、計

２０

人
の
訪
問
団
が
来
町
し
ま
し
た
。

　
町
内
中
学
生
の
Ｎ
Ｚ
派
遣
事
業
は

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｚ
か

ら
の
訪
問
は
２
年
ぶ
り
。
学
校
訪
問

を
受
け
入
れ
た
佐
賀
・
大
方
両
中
学

校
で
は
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
「
来
年
、
派
遣
研
修
で

Ｎ
Ｚ
に
行
き
た
い
」と
の
声
が
聞
か
れ
、

国
際
交
流
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
た
よ

う
で
す
。

　
在
町
中
、
Ｎ
Ｚ
生
徒

１６
人
は
町
内

の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
日
本
の

食
文
化
や
生
活
習
慣
を
体
験
し
、
家

族
の
一
員
と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。受

け
入
れ
た
家
庭
か
ら
は
「
は
じ
め
は

不
安
だ
っ
た
け
ど
楽
し
く
て
あ
っ
と

い
う
間
の
１
週
間
だ
っ
た
」「
次
回
も

受
け
入
れ
た
い
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
ご
家
庭
、
塩
づ

く
り
や
タ
タ
キ
づ
く
り
、
茶
道
や
よ

さ
こ
い
鳴
子
踊
り
の
体
験
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
交
流
の
機
会
を

設
け
て
く
だ
さ
っ
た
学
校
関
係
者
の

方
々
、
多
大
な
ご
協
力
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
生
涯
学
習
係
）

※
関
連
記
事
４
〜
７
ペ
ー
ジ

ＮＺ訪問団の20人は、黒潮町の美しい自然を満喫し、海との関わりが深い独特の文化を体験。中学生や住民と交流を深めました。
【写真】1・交流授業　2・書道　3・給食（1～3、佐賀中学校）　4・フラフープリレー　5・交流授業　6・剣道（4～6、大方中学校）
　　  　7・藁焼きタタキづくり体験　8・ホストファミリーらと交流パーティー（7・8、黒潮一番館）　9・茶道体験（黒潮町野点の会）
　　  　10・よさこい鳴子踊り　11・お礼にハカダンスを披露（10・11、カズダンススクール）　12・天日塩づくり体験（土佐の塩丸）

NEWZEALAND × KUROSHIO

11 22 33

44 55 66 77

99 1010 1111 1212

88
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月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

5（水） 黒潮町民大学④　片岡亮太さん 総合センター 19：00 生涯学習係� 蕁55－3190

6（木） 黒潮町戦没者追悼式 ふるさと総合センター 10：00 福祉係� 蕁43－2116

8（土）
第52回大方の秋まつり【作品展示】（～9日） 土佐西南大規模公園体育館 9：00 生涯学習係� 蕁55－3190

シクラメン祭り（～16日） 大方生華園内ハウス 9：00 大方生華園� 蕁43－3666

11/1（土） 子ども防災フェス 土佐西南大規模公園（大方） 10：00 消防防災係� 蕁43－2188

らっきょうの花と潮風のぶらぶらウォーク 土佐西南大規模公園（大方） 9：00 NPO砂浜美術館�蕁43－4915

秋のウォーキング 宿毛市～宇和島市 7：00 生涯学習係� 蕁55－3190

第9回黒潮町社会福祉大会・福祉まつり 保健福祉センター 10：00 社会福祉協議会�蕁43－2835

20（木） 無料弁護士相談会 保健福祉センター 18：00
人権啓発係� 蕁43－2800
商工観光係� 蕁43－2113

16（日）

入野松原保存会一斉清掃 入野松原・浮津・浮鞭海岸 8：00 商工観光係� 蕁43－2113

心配ごと・困りごと、人権・行政相談所 鞭集会所、浮津集会所 10：00 人権啓発係� 蕁43－2800

黒潮町民大学⑤　エスペランサさん 大方あかつき館 19：00
人権啓発係� 蕁43－2800
生涯学習係� 蕁55－3190

14（金）

第20回潮風のキルト展（～16日） 入野松原 9：30 NPO砂浜美術館�蕁43－4915

黒潮町健康ウォーキング 土佐西南大規模公園体育館 9：40 国保係� 蕁43－2800

黒潮町イベントカレンダー 2014（平成26）年11月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。　（青字＝町外で開催される行事）

【診療時間】午前9時～正午、午後2時～5時（記載がある場合はその時間まで）

まちづくりマーケットプロジェクト
� 蕁090－2786－3702

9（日）

幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方） 9：00

生涯学習係� 蕁55－3190
商工観光係� 蕁43－2113

第52回大方の秋まつり・
第2回黒潮町まるごと産業祭

土佐西南大規模公園（大方） 10：00

■拳ノ川診療所　12月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所　蕁55－7111（直通）
医師の都合により変更となる場合がありますので、予約外の方は事前にお電話でご確認ください。

日 土月 火 水 木 金

1 61 2 3 4 5
午前 日 土外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 金
午後 日 土月 外来診療 水 外来診療 外来診療

7 138 9 10 11 12
午前 日 土外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 金
午後 日 土外来診療 伊与喜出張診療 外来診療 外来診療（6時まで） 外来診療�

14 2015 16 17 18 19
午前 日 土外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 金
午後 日 土月 伊与喜出張診療 外来診療 外来診療 外来診療

21 2722 23 24 25 26
午前 日 土外来診療 （祝日） 外来診療 外来診療 金
午後 日 土

29
土
土

月 鈴出張診療 鈴出張診療 外来診療（6時まで）

30
外来診療
鈴出張診療

外来診療

午前 日 外来診療
午後 日 月

31
外来診療
外来診療

27
外来診療

28
外来診療
外来診療

■当直医療機関一覧表
月 日 四万十市 宿　毛　市

12月

11月

16日（第3日曜日） 四万十市立市民病院 蕁34－2126 聖ヶ丘病院 蕁0880－63－2146

23日（第4日曜日） 大野内科 蕁37－5281 大井田病院 蕁0880－63－2101

24日（振替休日） 山下整形外科 蕁34－0511 田村内科クリニック 蕁0880－63－1668

30日（第5日曜日） 竹本病院 蕁35－4151 筒井病院 蕁0880－66－0013

07日（第1日曜日） 四万十市立市民病院 蕁34－2126 奥谷整形外科 蕁0880－63－1202

14日（第2日曜日） 木俵病院 蕁34－1211 大西内科胃腸科 蕁0880－63－1267

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。
※平日夜間（午後6時～9時）は、夜間初期救急対応（内科）・四万十市急患センター（四万十市立市民病院西棟）蕁34－2399へ
　電話相談または受診してください。

28 29
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○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

店　　名
自　宅

大方設備センター
クロシオライフラインサービス
中村住設大方営業所
野 村 企 画 設 備
平 野 住 設
前 田 電 工

43－1420
43－3075
34－3621
43－4665
44－1513
43－1149

43－1483

43－2061

44－1117
43－1546

入野769
入野1769
出口372－2
田野浦1593
伊田2100
入野1574

吉 本 水 道
拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱

電話番号

事務所 自　宅

43－2024
55－7371
55－2316
55－2133
55－2121
55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

住　　所

下田の口822－174
拳ノ川1781
佐賀2773
伊与喜43－5
佐賀1990
佐賀2988

月

11

12

日
10～16
17～23
24～30
1～7
08～14
15～21

大 方 地 域 佐 賀 地 域
中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
中村住設大方営業所
前 田 電 工

平 野 住 設
クロシオライフラインサービス
野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱

谷 口 水 道 �

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
〜

　
２
時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

★
本
の
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開

館
時
の
受
付
窓
口
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

蕁
５
５
―
３
１
５
０（
直
通
）

11月
日 月 火 水 木 金 土
1 1 2 1 2 3 1
2 3 4 5 6 7 8

2

9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 24 25 26 27 28 29

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

あたらしくはいった本紹介
●荊棘の実　柳原白蓮　　　　　　　　　　　柳原　白蓮／著
●かわうそ　　　　　　　　　　　　　　　　あさのあつこ／著
●孤独の力　　　　　　　　　　　　　　　　五木　寛之／著
●虹の向こうの未来へ　　　　　　　　　　　遠藤美恵子／著
●子どもの写真整理術　　　　　　　　　　　　　ＥＭＩ／著
●一生作り続けたいおかず　　　　　　　　　田中　伶子／著
●怒り始めた娘たち「母娘ストレス」の処方箋　香山　リカ／著
●がりばあとなぞの石　　　　　　　　　　　たからしげる／著
●とんとんとんとんひげじいさん　　　　　　藤本ともひこ／著
●どんぐりむらのぱんやさん　　　　　　　　なかやみわ／著 

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/akatsuki

１１月８日（土）

第
１６
回
企
画
展
＊
Ⅱ

『
過
ぎ
ゆ
き
の
歌
』

〜
愛
に
生
き
た
郷
土
の
青
年
歌
人
〜

同
時
開
催
　
植
田
馨
追
悼
展

【
期
間
】
１２
月
２７
日（
土
）ま
で

【
会
場
】
上
林
暁
文
学
館

　
　
　
　（
大
方
あ
か
つ
き
館
２
階
）

秋の名画座・あかつき

場　所：大方あかつき館
　　　：レクチャーホール
入場料：無料

12月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

「アナと雪の女王」 キャンドルとアンデス音
楽のコラボレーション♪

ごぜん 10：30～

「北のカナリアたち」
ごご 2：00～

１１月１５日（土）

キャンドルと
フォルクローレの夕べ

時　間：キャンドルナイト
　　　 午後6：00～9：00
　　　 フォルクローレ演奏
　　　 午後6：30～8：00
場　所：大方あかつき館
入場料：無料
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地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

　
肌
寒
く
な
り
ま
し
た
が
で
き
る
だ
け

薄
着
の
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　　★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

　
場
所
／
佐
賀
保
育
所
一
時
保
育
室

※
中
止
す
る
場
合
は
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
６
日（
木
）お
庭
で
あ
そ
ぼ
う

・
１３
日（
木
）作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

・
２７
日（
木
）誕
生
会

　
場
所
／
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
秋
の
合
同
遠
足

　
１１
日（
火
）午
前
１０
時
現
地
集
合

　
雨
天
の
場
合
　
１４
日（
金
）

　
場
所
／
下
田
公
園 

※
お
弁
当
は
自
由
。

★
第
８
回
子
育
て
講
座

・
１３
日（
木
）午
前
１０
時
〜
１１
時

　
「
親
子
で
楽
し
く
運
動
遊
び
」

　
講
師
／
運
動
の
家
庭
教
師

　
　
　
別
所
祐
之
介
さ
ん

　
場
所
／
大
方
中
央
保
育
所
遊
戯
室

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）

１１
月
の
予
定

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
募
集
中
！
】
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

左
記
ま
で
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

s
o
m

u
@

to
w

n
.ku

ro
s
h
io

.lg
.jp

掛橋　凛汰朗くん
〈平成25年10月11日生まれ〉

元気で大きくなってね。
〈お母さんより〉

た ろうりん

武政　和奏ちゃん
〈平成26年4月25日生まれ〉

お姉ちゃんと仲良く元気
に育ってね。
〈お父さん・お母さんより〉

かなわ

野村　樹生くん
〈平成25年11月28日生まれ〉

いつまでも元気で明るい
いつきでおってね。
〈お父さん・お母さんより〉

きいつ

中平　柚希乃ちゃん
〈平成26年4月16日生まれ〉

元気に大きくなってね。
〈パパ・ママより〉

き のゆ

岡田　壮大くん
〈平成26年1月27日生まれ〉

お兄ちゃんと仲良く大き
く育ってね。 〈父・母より〉

だいそう

大砂　紅慈ちゃん
〈平成26年1月23日生まれ〉

お兄ちゃんと一緒に元気
に大きくなってね。

〈父・母より〉

じもみ

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

認知症は予防できる！ 改善できる！
～水・運動・排便・栄養で認知症予防～

認知症予防講演会

　認知症は65歳以上で10人に1人の割合で発症すると言われており、誰でもなる可能性があ
りますが、日々の生活の仕方で改善や予防できることが分かってきました。
　多くの改善事例に関わり、全国的にも活躍されている講師をお招きして講演会を開催します。

日時／11月29日（土）午前9時30分～正午
場所／大方あかつき館　レクチャーホール
講師／鳥取県琴浦町 森本外科・脳神経外科医院 副院長・看護師長 金田弘子さん

【お問い合わせ】地域包括支援センター　蕁43－2240（直通）

入場無料
どなたでも参加

できます。
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